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取扱説明書について
ご使用の前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになっ
たあとは、いつでも見られるように必ず保管してください。また製品を移動
する際は、必ず本書を添付してください。
本書に乱丁、落丁などの不備がありましたら、お取り替えいたします。
本書を紛失または汚損した場合は、新しい取扱説明書を有償でご提供いたし
ます。どちらの場合も購入先または当社営業所にご依頼ください。その際は、
表紙に記載されている「 Part No.」をお知らせください。
本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤
り、記載漏れなどありましたら、当社営業所にご連絡ください。

輸出について
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／
省令で規制されており、当社製品もこの規制が適用されます。
政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の
場合は経済産業省で輸出許可を取得し、その許可書を税関に提出する必要が
あります。
当社製品を輸出する場合は、事前に購入先または当社営業所にご確認くださ
い。

取扱説明書の一部または全部の転載、複写は著作権者の許諾が必要です。
製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告なく変更することがあります。 
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安全記号について
本製品を安全にご使用いただくため、また安全な状態に保つために取扱説
明書および製品本体には、次の記号を表示しています。記号の意味をご理
解いただき、各項目をお守りください。（製品によっては使用されていない
記号もあります。）

または 

1

 

 000  V以上の高電圧を取り扱う箇所を示します。 
不用意に触れると、感電し死亡または重傷を負う恐れがありま
す。触れる必要がある場合には、安全を確保してから作業して
ください。

危険 
D

 
ANGER

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される内容を示
します。 

 警告 
W

 
ARNING

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は傷害を負う可能性が想定される内容を示します。 

 注意 
CA

 
UTION

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害のみ
の発生が想定される内容を示します。

禁止する行為を示します。

危険・警告・注意個所または内容を知らせるための記号です。 
本製品上にこのマークが表示されている場合には、本取扱説明
書の該当箇所を参照してください。

保護導体端子を示します。

シャシ（フレーム）端子を示します。

オン（電源）を示します。

オフ（電源）を示します。

ラッチ付き押しボタンスイッチの押されている状態を示しま
す。

ラッチ付き押しボタンスイッチの出ている状態を示します。
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ご使用上の注意
火災・感電・その他の事故・故障を防止するための注意事項です。内容を
ご理解いただき、必ずお守りください。
本書で指定していない方法による使用は、本製品が備えている保護機能を
損なうことがあります。

使用者 • 本製品は、電気的知識（工業高校の電気系の学科卒業程度）
を有する方が取扱説明書の内容を理解して、安全を確認した
上でご使用ください。 

• 電気的知識の無い方が使用される場合には、人身事故につな
がる可能性がありますので、必ず電気的知識を有する方の監
督のもとでご使用ください。

用　途 • 製品本来の用途以外にご使用にならないでください。 

• 本製品は、一般家庭・消費者向けに設計、製造された製品で
はありません。

入力電源 • 必ず定格の入力電源電圧範囲内でご使用ください。 

• 入力電源の供給には、指定の電源コードをご使用ください。
詳しくは、取扱説明書の該当ページを参照してください。 

• 本製品は IEC 規格過電圧カテゴリ  II の機器（固定設備から 
供給されるエネルギー消費型機器）です。  

カバー • 機器内部には、身体に危険を及ぼす箇所があります。外面カ
バーは、取り外さないでください。

接　地 • 本製品は IEC規格 Saf ety Class Iの機器（保護導体端子を備  
えた機器）です。感電防止のため本製品の保護導体端子を、
電気設備技術基準 D 種接地工事が施されている大地アース
へ、必ず接地してください。
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設　置 • 本製品は屋内使用で安全が確保されるように設計されてい
ます。必ず屋内で使用してください。 

• 本製品を設置する際は、設置場所の注意をお守りください。
詳しくは、取扱説明書の該当ページを参照してください。

移　動 • PO WERスイッチをオフにして、配線ケーブル類を外してか
ら移動してください。 

• 本製品を移動する際には、必ず取扱説明書も添付してくださ
い。

操　作 • 本製品の故障または異常を確認したら、ただちに使用を中止
して、電源コードのプラグをコンセントから抜いてくださ
い。また、修理が終わるまで誤って使用されることがないよ
うにしてください。 

• 出力配線または負荷用電線などの電流を流す接続線には、電
流容量に余裕のあるものをお選びください。 

• 本製品を分解・改造しないでください。改造の必要がある場
合には、購入元または当社営業所へご相談ください。

保守・点検 • 感電事故を防止するため保守・点検を行う前に、必ず電源
コードのプラグをコンセントから抜いてください。外面カ
バーは取り外さないでください。 

• 定期的に電源コードの被覆の破れや断線などがないか点検
してください。 

• パネル面が汚れた場合には、水で薄めた中性洗剤をやわらか
い布につけて軽く拭いてください。シンナーやベンジンなど
の揮発性のものは、使用しないでください。 

• 本製品の性能、安全性を維持するため定期的な保守、点検、
クリーニング、校正をお勧めします。

調整・修理 • 本製品の内部調整や修理は、当社のサービス技術者が行いま
す。調整や修理が必要な場合には、購入元または当社営業所
へご依頼ください。
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本書の読み方

はじめに

このたびは多出力直流安定化電源 PMPシリーズをお買い上げ
いただきまして、まことにありがとうございます。
本書は、本製品を初めてご使用になる方を対象に、概要、各種
設定、操作方法、保守、使用上の注意事項などについて記載し
ています。
本製品の機能を効果的にご利用いただくために、本書を最後ま
でお読みください。本製品をご使用中に操作がわからなくなっ
たり、問題が生じたりしたときにも読み直してご活用いただけ
ます。

本書の読み方

本書は通読型の構成になっています。本製品を初めてご使用に
なる前には、はじめから順番にお読みいただくことをお勧めし
ます。

関連マニュアル

工場オプションのリモートインターフェースを装着された場
合には、別冊の「 PMPシリーズ  通信インターフェースマニュ 
アル」を参照してください。

本書の対象読者

本書は、多出力直流安定化電源 PMPシリーズを使用される方、
または操作の指導をされる方を対象にしています。
電源に関する電気的知識（工業高校の電気系の学科卒業程度）
を有する方を前提に説明しています。
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本書の表記 

• 本文中では、説明に以下のマークを使用しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は傷害を負う可能性が想定される内容を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、物的損害の発
生が想定される内容を示します。

知っておいて頂きたいことを示しています。

用語や動作原理などの説明です。

詳細についての参照先を示しています。 

>

選択していただくメニュー設定を示しています。「 >」の左のメ
ニュー項目が上位の階層になります。 

SHIFT+スイッチ名（青色表示） 

SHIFT スイッチを押しながら青色表示の付いたスイッチを押
す操作を示します。

警告

注意

参照
PMP v



目次
  

安全記号について   ......................................................................... i

ご使用上の注意   ............................................................................ ii

本書の読み方   .............................................................................. iv

目次   ............................................................................................. vi

機能別目次   .................................................................................. ix

前面パネル   ................................................................................... x

後面パネル   ................................................................................. xiv 
1 概説 

1.1 本書について   ................................................................... 1- 2 
1.2 概要   .................................................................................. 1- 2 
1.3 特徴   .................................................................................. 1- 3 
1.4 オプション   ....................................................................... 1- 4 

2 設置と使用準備 

2.1 開梱時の点検   ................................................................... 2- 2 
2.2 設置場所の注意   ................................................................ 2- 3 
2.3 移動時の注意   ................................................................... 2- 4 
2.4 ラックマウントフレームへの取り付け準備   .................... 2- 5 
2.5 電源コードの接続   ............................................................ 2- 6 

3 負荷の接続 

3.1 逆極性の電圧   ................................................................... 3- 2 
3.2 負荷への考慮   ................................................................... 3- 2 
3.3 負荷の接続   ....................................................................... 3- 4 

3.3.1 負荷用電線   ............................................................ 3- 4 
3.3.2 出力端子への接続   ................................................. 3- 6 

4 操作方法 

4.1 電源の投入   ....................................................................... 4- 2 
4.2 工場出荷時の設定（イニシャライズ）   ............................. 4- 4 
4.3 基本操作   .......................................................................... 4- 5 

4.3.1 出力の設定   ............................................................ 4- 5 
4.3.2 出力の操作   ............................................................ 4- 8
vi PMP



1

2

3

4

5

6

7

          4.4 定電圧（ CV）電源と定電流（ CC）電源   ........................ 4- 9 
4.4.1 定電圧（ CV）電源／定電流（ CC）電源としての  

使用   .................................................................... 4- 11 
4.5 保護機能とアラーム   ...................................................... 4- 12 

4.5.1 過熱保護（ OHP）機能   ....................................... 4- 12 
4.5.2 過電圧保護（ OVP）機能   ................................... 4- 13 

4.6 チャンネル番号（ OUTPUT CH）   ................................... 4- 15 
4.7 トラッキング機能（ TRACKING）   .................................. 4- 16 
4.8 ディレイ（遅延）機能   ................................................... 4- 24 
4.9 メモリ機能（ MEMORY）   ............................................... 4- 27 
4.10 直列接続（ PMP16-1QUのみ）   ...................................... 4- 29 
4.11 キーロック機能（ KEY LOCK）   ...................................... 4- 30 
4.12 コンフィグ設定（ CONFIG）   .......................................... 4- 31 
4.13 リモートセンシング機能   ............................................... 4- 38 

5 外部コントロール 

5.1 スクリューレス端子の取り扱い   ...................................... 5- 2 
5.2

 
J1端子台について   ........................................................... 5- 4 

5.3 外部接点による出力のオン／オフ   ................................... 5- 5 
5.4 外部接点によるメモリ 1、 2、 3 のリコール   .................... 5- 6 
5.5 外部接点によるアラーム入力（ ALM IN）   ........................ 5- 8 

6 保守 

6.1 校正   ................................................................................. 6- 2 
6.1.1 必要な機器   ........................................................... 6- 2 
6.1.2 環境   ...................................................................... 6- 3 
6.1.3 調整   ...................................................................... 6- 3

調整手順   ............................................................... 6 -3 
6.2 うまく動作しないときのヒント   .................................... 6- 10 

7 仕様 

7.1 仕様   ................................................................................. 7- 2 
7.2 外形寸法図   ..................................................................... 7- 13

索引 ......................................................................... I-1
PMP vii



  
viii PMP



1

2

3

4

5

6

7

         

機能別目次

準備

使用

使用する場面 本書の見出し項目
ページ

付属品を確認したい。 「 2.1 開梱時の点検」 2-2 

入力定格はどのくらいか。 「 2.5 電源コードの接続」  
「  電気仕様」 

2-6 
 7-3 

後部の排気口周辺にはどのくらいの空間が
必要か。

「 2.2 設置場所の注意」 2-3 

負荷を接続する電線はどのようなものを使
用したらよいか。

「 3.3 負荷の接続」 3-4 

リモートセンシング線を接続したい。どの
ような事に注意したらよいか。

「表  4-7 リモートセンシングの
接続チェックリスト 

4-42 

ラックに組み込みたい。どのような準備が
必要なのか。

「 1.4 オプション」  
「 7.2 外形寸法図」 

1-4 
 7-13 

参照

使用する場面 本書の見出し項目
ページ

工場出荷時設定にしたい。 「 4.2 工場出荷時の設定（イニ
シャライズ）」 

4-4 

定電圧電源 (CV)として使用したい。 「 4.4.1 定電圧（ CV）電源／定
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4-11 
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のみ）」 

4-29 

パネル操作を禁止したい。 「 4.11 キーロック機能（ KEY 
LOCK）」 

4-30 

保護機能の内容を知りたい。 「 4.5 保護機能とアラーム」 4-12 

どんな機能があるか知りたい。 「 1.3 特徴」 1-3 

アラームが発生した。すぐに対処したい。「 4.5 保護機能とアラーム」 4-12 

うまく動作しない。対処方法を知りたい。「 6.2 うまく動作しないときの
ヒント」 

6-10 
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前面パネル

※  図は４出力モデルの PMP16-1QU
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番
号

名称
説明

ページ +SHIFT  

1

 

PO

 

WERスイッチ PO WERスイッチ  
（   ）側を押すとオン／（ ）側を押すとオフ 

4-2 
 

2

 

MEMOR

 

Yスイッチ メモリ呼び出し（メモリ 1、 2、または  3） 4-28  

ST

 

ORE メモリ保存（メモリ 1、 2、または 3） 4-27  

3 チャンネル選択スイッチ 出力電圧値、出力電流値の表示チャンネル、
または出力設定チャンネルの選択 
（ CH1、 CH2、  CH3 または CH4）  
選択したスイッチが点灯  

4-20 

 

4-31 

 
4-40 

 

4

 

OUTPUTスイッチ 出力オン／オフ切り替え 4-5  

5 ハンドル 持ち運び用取っ手 － 

6

 

V

 

OLTAGEスイッチ 電圧設定時 Coarse/Fine（設定桁）の選択 4-5  

ON DELA

 

Y 出力オン  ディレイ時間設定時、設定桁の変更 4-25  

7

 

CURRENTスイッチ 電流設定時 Coarse/Fine（設定桁）の選択 4-5  

OFF DELA

 

Y 出力オフ  ディレイ時間設定時、設定桁の変更 4-25  

8 ロータリーノブ 設定値の変更 － 

9

 

LOCALスイッチ リモートコントロール時（オプション） 
ローカル操作切り替え － 

SHIFT

 

SHIFT スイッチ（青色表示の機能を設定） － 

10

 

CONFIGスイッチ コンフィグ設定  4-31  

11

 

SETスイッチ 出力電圧値、出力電流値の設定または確認 4-5  

KEYLOCK パネル操作のロック／ロック解除 4-30  

12

 

DELA

 

Yスイッチ ディレイ機能のオン／オフ 4-25  

DELA

 

Y SET ディレイ機能の設定モード切り替え  4-25  

13

 

TRA

 

CK1スイッチ トラッキング機能  1のオン／オフ 4-21  

TRA

 

CK2 トラッキング機能  2のオン／オフ 4-21  

14 ゴム足 底面 4箇所 － 

15 センシング端子 リモートセンシング用端子  4-38 

参照
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■ 表示部

3

1

2

4

6

8

9

7

5

DELAY

KEY LOCK

REMOTE

CH1 CH2 CH3 CH4

TRACKING
1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV

番
号 名称 説明

ページ 

1

 

REMO

 

TE LED リモート状態で点灯 － 

2

 

KEY LOCK LED キーロック状態で点灯 4-30  

3

 

OUTPUT LED 出力オン時に点灯、出力オン／オフ  ディレイ
時間中は点滅

－ 

4 電圧表示部 電圧値、トラッキング機能 2の電圧変化量、
出力オン  ディレイ時間の設定またはコンフィ
グ動作条件の表示 

4-5 

 

4-21 

 
4-25 

 4-31  

5

 

ALARM LED 内部保護回路が作動状態で点滅 4-12  

6 電流表示部 電流値、トラッキング機能 2の電流変化量、
出力オフ  ディレイ時間の設定またはコンフィ
グ設定内容の表示 

4-5 

 

4-21 

 
4-25 

 4-31  

7

 

DELA

 

Y LED ディレイ時間設定中は点滅、ディレイ機能オ
ン時に点灯 

4-24 
 

8

 

TRA

 

CKING1/2 LED トラッキング機能動作時に点灯 4-21  

9

 

C

 

V/CC LED 定電圧動作または定電流動作時に点灯 4-11 

参照
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■ 出力端子部

SENSING

POWER

COM COM

CH1 CH3CH2

・ ・ 1 2 3 4 5 6

0-18V 0-3A0-18V 0-3A0-6V 0-5A

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

2 7 3 5 8

21 3 54

6

10 119

10 119

3出力モデル（PMP18-3TR/25-2TR）

4出力モデル（PMP16-1QU）

番
号 名称 説明

ページ 

1

 

CH1 COM

 

CH1のコモン端子 3-6  

2

 

OUTPUT CH1 カバー付電圧電流出力端子 4-15  

3

 

OUTPUT CH2 カバー付電圧電流出力端子 4-15  

4

 

CH2/CH3 COM

 

CH2および CH3のコモン端子 3-6  

5

 

OUTPUT CH3 カバー付電圧電流出力端子 4-15  

6

 

OUTPUT CH4 カバー付電圧電流出力端子 4-15  

7

 

CH1/CH2 COM

 

CH1および CH2のコモン端子 3-6  

8

 

CH3/CH4 COM

 

CH3および CH4のコモン端子 3-6  

9 ショートバー COM端子とシャシ端子を接続  3-6  

10 保護導体端子 保護導体との接続端子 － 

11 バインディング  
ポストカバー

端子の絶縁カバー 3-7 

参照
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後面パネル

AC INPUT
100V  50/60Hz

450VA MAX

J1

1

6

1

2

3

4

5

番
号 名称 説明

ページ 

1

 

J1端子台 外部コントロール用端子台  5-4  

2 排気口 冷却用排気口 － 

3

 

A

 

C INPUT ACインレット 2-6  

4 製造番号 本製品の製造番号 － 

5 オプション用スロット オプションボードを装着  1-4 

参照
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1

概説

この章では、概要および特徴について説明します。 



   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
1.1 本書について 

P

 

MPシリーズは、出力数によって 2つのモデルに分かれていま
す。本書は、下記に示したモデルの取扱説明書です。 

1.2 概要 

PMPシリーズは、シンプルな機能と小型化を追求した、多出力
直流安定化電源です。研究開発や生産ラインでの使用に最適で
す。
設計・開発・品質保証担当者向けの試験機器として必要な機能、
性能を備えています。

本書が適用する製品のファームウェアバージョン
本書は

バージョン　 1.1x

のファームウェアを搭載した製品に適用します。
製品についてのお問い合わせには、
・　形名（前面パネル上部に表示） 

p

 

.4-2 ・　ファームウェアバージョン
・　製造番号（後面パネル下部に表示）
をお知らせください。

ファームウェアバージョンは電源投入時に確認できます。

モデル 形  名 出力端子 定格出力電圧 定格出力電流 

3出力  
モデル 
(3CH)

 

PMP18-3TR

 

CH1

 

6 

 

V 5.0 A

CH2 18 V 3.0 A

CH3 18 V 3.0 A

PMP25-2TR CH1 6 V 5.0 A

CH2 25 V 2.0 A

CH3 25 V 2.0 A

4出力  
モデル 
(4CH)

 

PMP16-1Q

 

U CH1 25 V 3.0 A

CH2 6 V 2.0 A

CH3 -16 V -1.0 A

CH4 16 V 1.0 A

参照
1-2 PMP



1
概
説 
   

1.3 特徴
●ゼロボルト可変
各出力を個別にゼロボルトから変化できます。

●トラッキング機能
複数の出力を同時に、同じ幅（絶対値）、または同じ比率（％）
で変化できます。

●ディレイ機能
出力オン / オフ時に出力の立ち上がり、立ち下がりのタイミ
ングを変化できます。

●メモリ機能
各チャンネルの設定内容（出力の電圧・電流設定値、および
遅延時間の組み合わせ）を 3つまで保存できます。使用時に
毎回設定し直さなくても選択するだけで、設定できます。

●シリーズレギュレータ方式
シリーズレギュレータ方式の採用により、ノイズの少ない安
定した出力が得られます。

●全出力が正出力（ PMP18-3TR/PMP25-2TR）

３出力モデル２機種は全出力が正出力です。負出力の要らな
い制御系の電源として最適です。

● 2系統のコモン

コモンが２系統に分かれています。デジタル信号系とアナロ
グ信号系の別系統の試験用電源として使用できます。

●大容量
出力容量が大きく大電力の制御信号系の電源として最適で
す。
PMP 1-3



   

1.4 オプション 

PMPシリーズには、下記のようなオプションがあります。

オプションの詳細については、購入先または当社営業所にお問
い合わせください。

インターフェースボード 

3 種類のインターフェースボードがあります。どれかを装着す
ることによって、リモートコントロール時には、メモリ保存数
が 3メモリから 10メモリに増加します。

工場オプションになります。 

•

 

RS232Cインターフェースボード 

•

 

GPIBインターフェースボード 

•

 

USBインターフェースボード
1-4 PMP
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ラックマウントフレーム
下記のようなラック組み込みオプションがあります。

表 1-1 ラック組み込みオプション 

• 本製品は強制空冷用の吸気口を持つため、ラックに実装する
場合には、最低 1枚巾（ JIS規格： 50 mm、 EIA規格： 44.45 

mm）以上のブランクパネルを取り付ける必要があります。

図 1-1 ラック組み込み例

品名 形名 備考
ラックマウント  
アダプタ 

KRA3 インチラック EIA規格用 

KRA150 ミリラック JIS規格用

ブランクパネル 

KBP3-3 ブランクパネル 

BP191(-M) インチラック EIA規格用 

BP1H(-M) ミリラック JIS規格用

注意

KRA150

KBP3-3

BP1H
PMP 1-5



 
 

図 1-2 ラック組み込み用オプション取り付け例

13
2.

5
57

37
.7

5

460
482

260

ラックマウントアダプタ KRA3ブランクパネル KBP3-3

14
9

10
0

24
.5

460
480

260

ラックマウントアダプタ KRA150ブランクパネル KBP3-3

単位： mm
1-6 PMP
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設置と使用準備

この章では、開梱から設置までを説明します。 



   
2.1 開梱時の点検
製品を受け取りましたら、付属品が正しく添付されているか、
製品および付属品が損傷していないか、確認してください。
万一、損傷または不備がありましたら、購入先または当社営業
所にお問い合わせください。
本製品を輸送するときのために、梱包材を保管しておくことを
お勧めします。

図 2-1 付属品

電源コード（1本）
プラグ：NEMA5-15
[85-AA-0004]

取扱説明書（1冊）
[Z1-003-670]

ショートバー（2本） 
[E3-000-071]

仕向け先によって、変わる
場合があります。

本体に実装されています。

バインディングポストカバー

PMP18-3TR、PMP25-2TRは3個、
PMP16-1QUは4個が、
本体に実装されています。

*1  *2

*2

*1

PMP18-3TR : 5個
PMP25-2TR : 5個
PMP16-1QU : 6個 
[P1-000-408]

または

取扱説明書
多出力直流安定化電源PMPシリーズ

Part No. Z1-003-670, IA003723

Apr. 2007

3出力モデル
PMP18-3TR

PMP25-2TR

4出力モデル
PMP16-1QU
2-2 PMP
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2.2 設置場所の注意
本製品を設置するときの注意事項です。必ず守ってください。

●可燃性雰囲気内で使用しないでください。
爆発や火災を引き起こす恐れがあります。アルコールやシン
ナーなどの可燃物の近く、およびその雰囲気内では使用しな
いでください。

●高温になる場所、直射日光の当たる場所を避けてください。
発熱・暖房器具の近く、および温度が急に変化する場所に置
かないでください。
動作温度範囲： 0 ℃～ +40 ℃  
保存温度範囲： -10 ℃～ +60 ℃

●湿度の高い場所を避けてください。
湯沸かし器、加湿器、水道の近くなど湿度の高い場所には置
かないでください。
動作湿度範囲： 10 %rh～ 80 %rh（結露なし）  
保存湿度範囲： 90 %rh以下（結露なし）

動作湿度範囲内でも結露する場合があります。その場合に
は、完全に乾くまで本製品を使用しないでください。

●必ず屋内で使用してださい。
本製品は屋内使用で安全が確保されるように設計されてい
ます。

●腐食性雰囲気内に置かないでください。
腐食性雰囲気内や硫酸ミストの多い環境に設置しないでく
ださい。製品内部の導体腐食やコネクタの接触不良などを引
き起こして、誤作動や故障の原因となり、火災につながるこ
とがあります。
ただし、改造により対応可能な場合もありますので、上記の
ような環境での使用を希望する場合には、当社営業所に相談
してください。

●ほこりやちりの多い場所に置かないでください。
ほこりやちりの付着によって感電や火災につながることが
あります。
PMP 2-3



 

  

● 風通しの悪い場所で使用しないでください。
本製品の冷却方式は強制空冷です。後面以外の面の吸気口か
ら空気を取り込み、後面へ排出します。熱がこもって火災の
原因になるので、吸気口および排気口をふさがないように周
囲に十分な空間を確保してください。
吸気口および排気口と壁面（または障害物）との間は必ず  20

cm 以上あけてください。排気口からは熱風（周囲温度より
約 20℃高い）が出ます。熱に弱い物を置かないでください。

● 本製品の上に物を載せないでください。
重い物を載せると、故障の原因になります。

● 傾いた場所や振動がある場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして破損やけがの原因になります。

● 周囲に強力な磁界や電界がある場所や入力電源の波形ひず
みやノイズが多い場所で使用しないでください。
本製品が誤作動する可能性があります。

● 周囲に感度の高い測定器や受信機がある場所で使用しない
でください。
本製品から発生するノイズによって、機器が影響を受けるこ
とがあります。 

2.3 移動時の注意
本製品を設置場所まで移動する、または本製品を輸送するとき
には、下記の点に注意してください。

● POWERスイッチをオフにしてください。 

PO

 

WERスイッチをオンにしたまま移動すると感電や破損の
原因になります。

● 接続されているすべての配線を外してください。
ケーブル類を外さないで移動すると断線や転倒によるけが
の原因になります。

● 本製品を輸送するときには、必ず専用の梱包材を使用してく
ださい。
2-4 PMP
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専用の梱包材を使用しないと輸送中の振動や落下などによ
る破損の原因になります。

●必ず本書を添付してください。 

2.4 ラックマウントフレームへの取り付け準備
ラックマウントフレームに取り付ける前に、ゴム足を取り外し
てください。ゴム足の取り外し方を図  2-2に示します。 

p

 

.1-5 ラックへの取り付けについては、 KRA3または KRA150 の取扱
説明書を参照してください。
使用するラックに適合したサポートアングルを取り付けて、本
体を支持してください。
本製品をラックマウントフレームから取り外したときのため
に、すべての部品を保管しておくことをお勧めします。
ゴム足の取り付けは、取り外した部品を使用して取り付けてく
ださい。

図 2-2 ゴム足の取り外し方

ゴム足の取り外し
取り付けねじを回して、ゴム足（ 4箇所）を外します。

参照

ゴム足（4箇所）

取り付けねじ（4箇所）
カラー（4箇所）

M3ねじ
最大深さ4 mm（ （
PMP 2-5



   

2.5 電源コードの接続
本製品は IEC規格過電圧カテゴリ IIの機器（固定設備から供給
されるエネルギー消費型機器）です。

感電の恐れがあります。 

• 本製品は IEC規格 Safety Class Iの機器（保護導体端子を備  
えた機器）です。必ず接地（アース）を行ってください。 

• 本製品は電源コードの接地線によって接地されます。電源プ
ラグは、必ず電気設備技術基準に基づく D種接地工事が施さ
れた接地極付コンセントへ接続してください。 

•

 

AC 電源ラインへの接続には、付属の電源コードを使用して
ください。 

• プラグつき電源コードは緊急時に AC電源ラインから本製品
を切り離すために使用できます。いつでもプラグをコンセン
トから抜けるように、プラグを容易に手が届くコンセントに
接続し、コンセントの周囲は十分な空間をあけてください。

本製品に添付された電源コードをほかの機器の電源コードに使
用しないでください。

図 2-3 付属の接地極付電源コード

警告

定格電圧: AC 125 V
定格電流: 10 A
プラグ: NEMA5-15
 ［85-AA-0004］
2-6 PMP
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図 2-4 別売りの接地極付電源コード 

1 接続する AC電源ラインが本製品の入力定格に適合してい
るか確認します。
本製品の公称入力定格は、後面パネルに表示されています。図  2-5の 
ように記入されている場合には、電源電圧は 100 Vです。表示されて 
いる公称入力電圧の± 10 %の範囲まで入力できます。
周波数範囲は 50 Hzまたは 60 Hz です。 

2
 

PO

 

WERスイッチをオフ（○）にします。 

3 後面パネルの AC インレット（ AC INPUT）に電源コード
を接続します。 

4 電源コードのプラグをコンセントに差し込みます。

図 2-5 公称入力定格の確認

当社では、別売の200 V系電源コードとして、プラグ付き電源コードを
用意しています。

定格電圧: AC 250 V
定格電流: 10 A
プラグ：CEE7/7
[85-AA-0005]

定格電圧: AC 250 V
定格電流: 10 A
プラグ：GB1002
[85-10-0790]

AC INPUT
100V  50/60Hz

450VA MAX

J1

1

6

AC INPUT
100V  50/60Hz

450VA MAX
PMP 2-7



  

図 2-6 プラグの接続

接地工事が施されている
接地極付コンセント
2-8 PMP



3

負荷の接続

この章では、接続する負荷に対する考慮、負荷用電線、お
よび出力端子への接続について説明します。 



   
3.1 逆極性の電圧 

OUTPUTスイッチがオフで、電圧または電流設定が 0の場合に
は、出力に  0 V ～ 0.6 V 程度の逆極性の電圧が生じることがあ   
ります。この電圧のため、 1 mA程度の逆方向電流が負荷に流れ 
ます。負荷に負担がかかり寿命が短くなることがありますので
注意してください。 

3.2 負荷への考慮
以下のような負荷を接続した場合には、出力が不安定になるの
で注意してください。

ピークやパルス状の電流が流れる負荷
本製品は平均値指示です。指示値は定電流設定値以下でもピー
ク値が定電流設定値を超えることがあります。この場合には、
本製品は瞬時定電流動作に入って出力電圧が低下します。
このような負荷に対しては、定電流の設定値を大きくするか、
電流容量を増やす必要があります。

電源へ電流を逆流させる負荷
本製品は負荷からの逆電流を吸い込むことができません。電源
へ電力を回生するような負荷（インバータ、コンバータ、変成
器など）を接続した場合には、出力電圧が上昇して出力が安定
しなくなります。  

このような負荷に対しては、図  3-3 のように逆電流をバイパス 
させるための抵抗 R Dを接続します。ただし、 Irp分だけ負荷へ
の電流容量が減少します。

図 3-1 ピークがある負荷電流 図 3-2 パルス状の負荷電流

定電流設定値
電流計指示値（平均値）

定電流設定値
電流計指示値（平均値）
3-2 PMP
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図 3-3 電力回生負荷に対する対策 

• 抵抗 R Dには十分余裕のある定格電力の抵抗を選んでください。 

• 回路に対して不十分な定格電力の抵抗を使用すると、抵抗 R D

を焼損します。

エネルギーが蓄積された負荷
電池のようにエネルギーが蓄積された負荷を接続する場合に
は、負荷から本製品内部の回路へ電流が流れて、本製品を破損
したり、負荷の寿命を短くする可能性があります。
このような負荷に対しては、図  3-4 のように本製品と負荷の間 
に逆電流防止用のダイオード D RPを直列に接続してください。

図 3-4 エネルギーの蓄積された負荷に対する対策

IO

RDEO

本製品の等価回路 電力回生のある負荷

負
荷

− ＋

0

逆電流

出
力
電
流
波
形

-IO

+IO

Irp

RD[Ω] ≦ EO[V]
  Irp[A]

RD: 逆電流バイパス用ダミーロード
EO: 出力電圧
Irp: 逆電流の最大値

注意

本製品 エネルギーの蓄積
された負荷

DRP：逆電流防止ダイオード
DRP
PMP 3-3



   

 
 

• 負荷や本製品を保護するため、 D RPは下記の基準で選んでく
ださい。
逆方向電圧耐量：本製品の定格出力電圧の 2倍以上
順方向電流容量：本製品の定格出力電流の 3～ 10倍
損失の少ないもの 

• ダイオード DRP の発熱を考慮してください。放熱が十分で
ないと、 DRPを焼損します。 

3.3 負荷の接続
本製品と負荷を接続する電線と出力端子への接続について説明
します。 

• 負荷を接続する前に POWERスイッチをオンにして、出力が
オフになっていることを確認してください。 

• コンフィグ設定で、電源をオンしたときの出力の状態を設定
できます。負荷の接続をする前に出力の状態を確認してくだ
さい。出力の状態については、 4-33 ページの「電源オン時の 
出力状態設定（ "ON.PO"）」を参照してください。 

3.3.1 負荷用電線 

• 火災の原因になるため、負荷用電線は本製品の定格出力電流
に対して十分電流容量のある電線を使用してください。 

• 感電の恐れがあるため、負荷用電線は本製品の対接地電圧以
上の定格出力電圧の電線を使用してください。 
対接地電圧については 7 章「仕様」を参照してください。

注意

注意

警告
3-4 PMP
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負荷用電線の電流容量

定格出力電流以上の電流容量があれば、たとえ負荷が短絡状態
になっても、電線は損傷しません。負荷用電線に使用する電線
は、本製品の定格出力電流を流せる電流容量が必要です。
負荷端までの距離が長い場合は推奨によらず極力太い線材を使
用してください

電線の許容電流は絶縁体の最高許容温度に依存
電線の温度は電流による抵抗損失と周囲温度、および外部への
熱抵抗によって決まります。周囲温度 30 ℃で空気中に横に張ら 
れた最高許容温度 60 ℃の耐熱ビニル線（単線）に流せる電流容 
量を表  3-1 に示します。耐熱温度が低いビニル線の使用、周囲 
温度が 30 ℃以上になる環境、電線が束ねられ放熱が少ないなど 
の条件下では、電流容量を低減させる必要があります。

表 3-1 電線の公称断面積と許容電流

ノイズ対策を考慮
同じ耐熱温度の電線を配線する場合には、できるだけ放熱をよ
くした方が多くの電流を流すことができます。ただし、負荷用
電線のノイズ対策としては、＋（正）出力線と－（負）出力線
を沿わせて、または束ねて配線した方が不要なノイズに対して
有利になります。表  3-1 に示した当社推奨電流は、負荷用電線 
を束ねることを考慮して許容電流値を低減させた値です。配線
の目安にしてください。

公称断面積 
[mm

 
2

 
]

 
A
 

WG
（参考断面積） 

[mm
 

2
 

]
許容電流 *1 [A]
（ Ta = 30 ˚C） 

*1. 電気設備技術基準　第 172 条（省令第 57条）
「低圧屋内配線の許容電流」より

当社推奨電流 
[A]

0.9 18 (0.82) 17 4

1.25 16 (1.31) 19 6

2 14 (2.08) 27 10

3.5 12 （ 3.31） 37 - 

5.5

 

10 （ 5.26） 49 20
PMP 3-5



 

  

センシング機能の限界
電線には抵抗値があります。線長が長くなるほど、また電流が
多くなるほど、線材の電圧降下が大きくなって、負荷端にかか
る電圧が低くなります。本製品にはこの電圧降下を補償するセ
ンシング機能がありますが、補償できるのは片道約 0.3 V まで
です。これ以上電圧降下が起きる場合は、より断面積の大きい
線材をご使用ください。電圧降下が 0.6 V を超えると内部の回 
路を壊す可能性があります。
また、センシング機能の使用時は、センシング線に微少な電流
が流れます。このためセンシング線に抵抗成分があると誤差の
原因となります。センシング線は抵抗値の極力少ない線材を使
用してください。

負荷用電線の耐電圧
本製品の対接地電圧より高い定格出力電圧を持つ電線を負荷用
電線に使用してください。 

3.3.2 出力端子への接続 

 感電の恐れがあります。 

• 出力端子へ接続する場合には、必ず POWERスイッチをオフ
にしてください。 

• シャシグランド端子と COM端子間を開放（接地しない）し
て使用する場合には、必ずバインディングポストカバーを 
COM端子に取り付けて使用してください。 

•

 

CH1端子、 CH2端子、 CH3端子、または CH4端子を使用す
る場合には、必ずバインディングポストカバーを取り付けて
使用してください。 

• 負荷用電線を出力端子へ確実に接続するために圧着端子な
どを用いてください。

警告

注意
3-6 PMP
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• 各出力は COM 端子に対して出力されます。 3 出力モデルは 

CH1出力と CH2/CH3出力で内部回路が独立していて、 COM

端子が分かれてます。また、 4出力モデルは CH1/CH2出力と 

CH3/CH4 出力で内部回路が独立していて、 COM端子が分か
れてます。両モデルとも COM端子間の許容電圧差は 30 Vで
す。電位の違うところに使用する場合には注意してください。 

1

 

POWERスイッチをオフにします。 

2 負荷用電線に圧着端子を取り付けて、出力端子へ接続しま
す。 

3 接続を再確認します。

図 3-5 出力端子への接続 1

バインディングポストカバーの取り付け 

1 本体からノブを外します。 

2 バインディングポストカバーの横から、ノブの中心をバイ
ンディングポストカバーに合わせて、外れなくなるまで差
し込んでください。

図 3-6 バインディングポストカバーの取り付け 

3 外すときは、ノブの中心を軸にして横にずらして外してく
ださい。

M6サイズ
圧着端子

バインディング
ポストカバー付きノブ

この部分を合わせて、
横から差し込む

ノブ
PMP 3-7



  

シャシ端子と COM 端子間を開放（接地しない）して使用する
場合には、ショートバーを外して使用してください。 

■ 負荷を接続しないで COM端子を開放した場合

図 3-7 COM端子を開放した例（ PMP16-1QUの場合） 

■ 負荷を接続した場合

図 3-8 PMP16-1QU CH4出力端子へ接続した例

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

CH1/CH2用COM端子と
CH3/CH4用COM端子を
開放した場合

必ずバインディングポスト
カバーを取り付けてください。

バインディングポストカバー

* COM端子はそれぞれ独立しています。
  ショートバーは必要に応じて外してください。

CH1/CH2用COM端子 CH3/CH4用COM端子

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

COMCH1 CH3CH2COM CH4

COM端子を接地する場合

ショートバーで
シャシグランド端子と
COM端子間を接続します。

COM端子を接地しない場合

シャシグランド端子と
COM端子間を開放します。
必ずバインディングポスト
カバーを取り付けてください。

圧着端子ショートバー

圧着端子バインディングポストカバー

* COM端子はそれぞれ独立しています。

CH1/CH2用COM端子 CH3/CH4用COM端子

CH1/CH2用COM端子 CH3/CH4用COM端子
3-8 PMP



4

操作方法

この章では、電源の投入、前面パネルから行える基本的
な操作、各機能、および出力端子を組み合わせて使用す
る直列運転について説明します。 



   

4.1 電源の投入
負荷をはずした状態で電源を投入します。 

• 本製品は、コンフィグ設定によって POWERスイッチをオン
にしたときに、自動的に出力がオンになるように設定できま
す。この設定がされていると、前回出力がオフの状態で終了
してもオンで立ち上がります。 POWERスイッチをオンにし
たときに出力がオンされた場合には、負荷を破損する恐れが
あります。 

PO

 

WERスイッチオン 

1 電源コードが正しく接続されていることを確認します。 

2
 

PO

 

WERスイッチをオン（｜）にします。 

POWER スイッチの（｜）側を押すとオンします。本製品の周囲また
は内部で異常音、異臭、発火、発煙などが発生した場合には、電源
コードのプラグをコンセントから抜いてください。 

3 前面パネル表示部のファームウェアバージョンを確認し
ます。
図  4-1に示すようにバージョンを表示したあと、設定待ち状態になり 
ます（出力値を表示）。

図 4-1 電源投入時の表示例

注意

数秒後

出力の設定待ち状態
（工場出荷時の状態例）

ファームウェアバージョン表示
（Ver. 1.00の例）

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV
DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM
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CV
4-2 PMP



4
操
作
方
法

 

   

購入後、初めて POWERスイッチをオンにしたときには、工場
出荷時の設定で立ち上がります。それ以外では、前回、 POWER
スイッチをオフにしたときの状態で立ち上がります。
ただし、トラッキング機能の設定は解除されて立ち上がります。 

■ 突入電流 

PO

 

WERスイッチオン時に、最大約 120 A の突入電流が流れる 
ことがあります。特に、本製品を複数台使用するシステムで、 
POWERスイッチを同時にオンする場合には、 AC 電源ラインま
たは配電盤の容量に十分な余裕があることを確認してくださ
い。 

PO

 

WERスイッチオフ 

PO

 

WERスイッチの（○）側を押すとオフします。

本製品は、 POWER スイッチをオフにする直前の下記の項目を
保存します。これらの項目は、前回 POWER スイッチをオフに
したときの状態で立ち上がります。 

• 各出力の設定値 

• 各スイッチの設定状態
設定を切り替えてからすぐに POWER スイッチをオフにする
と、最後の設定を保存しない場合があります。 2 秒以上の間隔
をとってください。 

•

 

POWERスイッチのオン／オフには 5秒以上の間隔をとって
ください。短い間隔で POWER スイッチのオン／オフを繰り
返すと、入力ヒューズや POWER スイッチなどの寿命を短く
します。

注意
PMP 4-3



 

   

4.2 工場出荷時の設定（イニシャライズ） 

LOCAL スイッチを押しながら POWERスイッチを  オンにする
と、電圧表示部に  "ini" と表示されて SET スイッチが点滅しま  
す。このときに SETスイッチを押すと工場出荷時の設定になり
ます。

表 4-1 基本設定

表 4-2 コンフィグ項目の設定

基本項目 設定内容
出力電圧設定値 各出力とも 0 V

出力電流設定値 各出力とも設定可能最大電流
メモリ 1、 2、 3 3 つのメモリに対して、各出力とも 

　電圧値： 0 V  
　電流値：設定可能最大電流

ディレイ機能 OFF

キーロック機能 OFF

コンフィグ項目 設定内容
電源オン時の出力状態設定 On.P o OFF

トラッキング設定 tr .CH 0（ OFF）
リモートセンシング設定 SEnS 0（ OFF）
電圧の上下限値付近の動作
設定 

V
 

o.Li HOLD（設定桁未満を固定）

電流の上下限値付近の動作
設定 

Cu.Li
 

HOLD（設定桁未満を固定）

電圧のファイン設定 V o.Fi OFF（ファイン設定無効）
電流のファイン設定 Cu.Fi OFF（ファイン設定無効）
4-4 PMP
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4.3 基本操作
最初に出力の設定方法について説明します。次に、定電圧電源
または定電流電源として使用する方法について説明します。 

4.3.1 出力の設定
本製品は、出力電圧および出力電流設定時に、設定桁を選択し
て設定できます。 

1 表示部の KEYLOCK LED が消灯していることを確認しま 
す。 

KEY LOCK LEDが点灯していると、出力を設定できません。 

2 後面パネルの J1 端子台が開放されていることを確認しま
す。 

3 表示部の OUTPUT LED が消灯していることを確認しま 
す。
表示部の OUTPUT LEDが点灯している場合には、 OUTPUT スイッチ 
を押してオフにします。 

p

 

.4-33 コンフィグ設定で、電源をオンしたときの出力の状態を設定できま
す。負荷の接続をする前に出力の状態を確認してください。 

4
 

SETスイッチを押して設定値表示にします。 

SET スイッチが点灯します。 

SETスイッチが点灯しているときのパネル表示部には設定値が表示さ
れて、消灯しているときには実際の出力値が表示されます。 

• 出力が  オンのときに SET スイッチが点灯していると、設定 
値が表示され実際の出力と異なります。 

• 出力がオンの状態でも SET スイッチが点灯している場合に
は、設定値を確認しながら出力を変化できます。設定値を変
化させると実際の出力値も変化します。 

5 出力値の設定をするチャンネルのチャンネル選択スイッ
チを押します。
選択したチャンネル選択スイッチが点灯します。

参照
PMP 4-5



     
   

6 出力電圧を設定したいときは VOLTAGEスイッチを、出力
電流を設定したいときは CURRENTスイッチを押します。
押すたびに電圧表示部、または電流表示部のハイライト表示の桁が移
動します。 

7 ハイライト表示の桁をロータリノブで設定します。

桁数の表記は、最大桁（一番左）側から数えた位置になります。
最大桁（一番左）は選択して設定することができません。 

p

 

.4-34  
　～ p .4-36 

コンフィグ設定で、設定可能最大値、または最小値付近での設
定値の動作や、表示されている最小桁のさらに 1つ下の桁の動
作を設定（ファイン設定）できます。 

PMP16-1Q

 

Uで、 CH3（ -16 V, -1 A）出力を -5.2 V、 -0.35 Aに
設定する場合を例に出力の設定方法を説明します。 

1
 

SETスイッチを押して設定値表示にします。 

SETスイッチが点灯します。 

2 チャンネル選択スイッチの CH3を押します。
選択した CH3のチャンネル選択スイッチが点灯します。 

3
 

V

 

OLTAGEスイッチを押して電圧表示部の 2桁目を選択し
ます。
電圧表示部の 2桁目がハイライト表示になります。 

4 ロータリーノブを右に回し  "5"に合わせます。

参照

電圧表示計の2桁目を選択 2桁目を”5”に設定
ロータリノブ
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5 VOLTAGEスイッチをもう一度押して電圧表示部の 3桁目
を選択して、ロータリーノブを右に回して  "2" に合わせま
す。
以上で電圧の設定が終了しました。続いて電流を設定します。 

6
 

CURRENTスイッチを押して電流表示部の 2桁目を選択し
ます。
電流表示部の 2桁目がハイライト表示になります。 

7 ロータリーノブを右に回して  "3" に合わせます。 

8

 

CURRENTスイッチをもう一度押して電流表示部の 3桁目
を選択して、ロータリーノブを右に回し  "5" に合わせま
す。
以上で電流の設定が終了しました。

他の出力を設定する場合も同様の手順で行います。 

• ロータリーノブを回して、設定した桁が  “9” を越えた場合、
または  “0” を下回った場合には一つ上の桁が変化します。   

• コンフィグ設定で電圧／電流のファイン設定を有効にして
いる場合には、表示部に表示されている最小桁よりさらに 1

つ下の桁を設定できます。最小桁がハイライト表示で点滅し
ているときに設定できます。
電圧／電流のファイン設定の詳細については、 4-35 ページの
「  電圧のファイン設定（ "VO.FI"）」、 4-36 ページの「電流の   
ファイン設定（ "CU.FI"）」を参照してください。

電流表示計の2桁目を選択 2桁目を”3”に設定
ロータリノブ
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4.3.2 出力の操作 

OUTUT スイッチは押すたびにオン／オフが切り替わります。 

OUTPUTスイッチを押して電源がオンすると OUTPUT LEDが
点灯して、 OUTPUTスイッチを押してオフすると OUTPUT LED

が消灯します。
出力がオンになったときは、現在の設定値が出力されます。さ
らに出力がオンの状態で設定値を変更すれば、その変更は出力
に反映されます。 

p

 

.5-5 外部コントロールで、出力オン／オフをコントロールすること
もできます。

図 4-2 出力オン表示例

電源オン時の出力オン／オフ 

p

 

.4-33 工場出荷時の状態では、電源をオンしたときの出力の状態はオ
フです。コンフィグ設定で電源をオンしたときの出力の状態を
オン（ ON.PO）に設定できます。

電源オン時の出力状態設定を  “電源オン時に出力がオン ”に設定
する場合には、  POWERスイッチをオフする前に電圧設定値、電 
流設定値を確認してください。

出力オン／オフ  ディレイ機能 

p

 

.4-24 

 

OUTPUTスイッチを押してから実際に出力がオン／オフするま
での遅延時間（ 0.1 秒～ 99.9秒）を設定できます。負荷の特性
に応じた時間差を設定して出力をオン／オフしたい場合に使用
します。

参照
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CV

点灯

点滅

消灯

OUTPUT LED 点灯

参照

参照
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4.4 定電圧（ CV）電源と定電流（ CC）電源
本製品は、負荷が変化しても出力電圧を一定に保つ定電圧電源
と出力電流を一定に保つ定電流電源としての機能があります。
定電圧電源としての動作状態を定電圧（ CV）モード、定電流電
源としての動作状態を定電流（ CC）モードといいます。これら
の動作モードは、下記の 3つの値で決定し動作します。 

• 出力電圧設定値（ Vs） 

• 出力電流設定値（ Is） 

• 負荷抵抗値（ R L）

これらの動作について以下に説明します。

図 4-3 定電圧動作と定電流動作

図  4-3 は本製品の動作モードを表しています。負荷抵抗を R L、
電流と電圧設定値から算出した抵抗値を Rc とします（ Rc=Vs/

Is）。電源の動作点は R L =Rcである直線を境に、 では CV モー
ド、 では CCモードで動作するように設計されています。この
直線は出力電圧と設定電圧が等しく、また出力電流と設定電流
が等しくなる負荷を表しています。負荷抵抗 R Lが抵抗値 Rc よ
りも大きい場合には、動作点が 領域内のため CV モードで動
作します（ p点）。この時、電流設定値 Isが電流制限値となります。 

CVモードで動作をしている時は、出力電圧は設定した電圧値に
なるように一定に保たれます。出力電流 I は I=Vs/R L の関係に
より決定し、電流制限値 Isよりも小さくなります。設定した値
の電流が流れる訳ではありません。

0 ImaxIs

Vs

Vmax

出力電流  Iout

出
力
電
圧 

Vout

クロスオーバーポイント

 A =CVモード範囲
 B =CCモード範囲

Vs =電圧設定値
Is =電流設定値
Rc =Vs/Is（オームの法則）
RL =負荷抵抗
Vmax=設定可能最大電圧
I max=設定可能最大電流

RL=RcRL>Rc

RL<Rc

p

q

A

B

A

B

A
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過渡的にピーク電流が流れるような負荷に対しては、ピーク値
が電流制限値にかからないように設定する必要があります。

逆に、負荷抵抗 R L が抵抗値 Rcより小さい場合には、動作点が
領域内のため CCモードで動作します（ q点）。この時、電圧

設定値 Vsが電圧制限値となります。 

CC モードで動作をしている時は、出力電流は設定した電流値
になるように一定に保たれます。出力電圧 V は V=Is x R Lの関
係により決定し、電圧制限値 Vsよりも小さくなります。設定し
た値の電圧が印加される訳ではありません。
過渡的にサージ電圧が発生する負荷に対しては、サージ電圧が
電圧制限値にかからないように設定する必要があります。 

■ クロスオーバーポイント 

CVモードと CCモードは、負荷の変化に応じて自動的にモード
が切り替わります。このモードが切り替わるポイントをクロス
オーバーポイントと言います。
例えば、 CVモードで動作している場合に、負荷が変化し出力電
流が電流制限値に達してしまったときは、負荷を保護するため
に、自動的に CCモードに切り替わります。 CCモードで動作し
ている場合も同様に出力電圧が電圧制限値に達してしまったと
きは、 CVモードに切り替わります。 

CV/CCモードの動作例
定格出力電圧 100 V、定格出力電流 10 Aの電源を例として説明  
します。

電源の出力端子に 8 Ωの負荷抵抗（ R L）を接続し、出力電圧を  
30 V、出力電流を 5 Aに設定します。この場合には、 Rc=30 V/

5 A=6 Ωとなり 8 Ω  > 6 Ω（ R L   > Rc）となるので CVモードで
動作します。 CV モードのまま電圧を上げたいときは、 Vs=Is x

R

 

Lにより Vs=5 A x 8 Ω =40 Vなので 40 Vまで電圧値を上げる      
ことができます。それ以上電圧値を上げようとすると、クロス
オーバーポイントに達し、自動的に CC モードに切り替わりま
す。 CVモードを維持するためには、電流制限値を上げてくださ
い。

B
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次に、電源の出力端子に 5 Ω の負荷抵抗（ R L）を接続し、出力  
電圧を 30 V、出力電流を 5 Aに設定します。この場合には、 Rc=30

V/5 A=6 Ωとなり 5 Ω  < 6 Ω（ R L   < Rc）となるので CCモード
で動作します。 CCモードのまま電流を上げたいときは、 Is=Vs/

R
 

Lにより Is=30 V/5 Ω =6 Aなので 6 Aまで電流値を上げること    
ができます。それ以上電流値を上げようとすると、クロスオー
バーポイントに達し、自動的に CVモードに切り替わります。 CC

モードを維持するためには、電圧制限値を上げてください。 

4.4.1 定電圧（ CV）電源／定電流（ CC）電源としての使用
定電圧電源として使用する場合には、電流設定値は負荷に流せ
る制限値です。
定電流電源として使用する場合には、電圧設定値は負荷に印加
できる制限値です。
設定した制限値に達した場合には、動作モードが自動的に移行
します。動作モードが移行すると、該当するチャンネル選択ス
イッチの上の CV LEDおよび CC LEDの点灯が変わり動作モー  
ドが移行したことを示します。

定電圧電源または定電流電源として使用する場合の手順を以下
に説明します。 

1
 

PO

 

WERスイッチをオンにして、出力がオフになっている
事を確認します。
表示部の OUTPUT LEDが点灯している場合には、 OUTPUT スイッチ 
を押して出力をオフにします。 

p

 

.4-33 コンフィグ設定で、電源をオンしたときの出力の状態を設定できま
す。負荷の接続をする前に出力の状態を確認してください。 

2
 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

p

 

.3-4 

 

3 出力端子に負荷を接続します。 

4
 

PO

 

WERスイッチをオンにします。 

5
 

SETスイッチを押して設定値表示にします。 

SET スイッチが点灯します。

参照

参照
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6 設定したいチャンネルのチャンネル選択スイッチを押し
ます。
選択したチャンネル選択スイッチが点灯します。 

p

 

.4-5 

 

7
 

V

 

OLTAGE スイッチを押して設定したい桁を選択して、
ロータリノブを回して設定します。
電圧値を設定します。 

8
 

CURRENT スイッチを押して設定したい桁を選択して、
ロータリノブを回して設定します。
電流値を設定します。 

9 他のチャンネルも使用する場合には、手順 6 から手順 8 を
繰り返します。 

10
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオンにします。
表示部の OUTPUT LED が点灯して、各出力端子に電圧／電流が出力 
されます。定電圧電源として動作しているときは該当するチャンネル
選択スイッチの上の CV LED が点灯します。定電流電源として動作し 
ているときは CC LEDが点灯します。

出力オンの状態でも、実際の出力電圧または出力電流を確認し
ながら、手順 7 と手順 8 で電圧値と電流値を設定できます。 

4.5 保護機能とアラーム
本製品には以下の保護機能が装備されています。
保護機能が作動すると、前面パネル表示部の ALARM LEDが点
滅して出力がオフになります。 

4.5.1 過熱保護（ OHP）機能
下記のような状況のとき、過熱保護（ OHP）が働いて本製品を
保護します。 

• 本製品の動作温度範囲を超えた環境で使用した場合 

• 吸気口や排気口をふさいで使用した場合 

• ファンモータが停止した場合

参照
4-12 PMP
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過熱保護（ OHP）が作動すると、 ALARM LED が点滅して出力
が  オフになり、前面パネルの電流表示部に "OHP" が表示されま
す。

図 4-4 OHPアラーム表示

アラームの解除（ OHP）

過熱保護（ OHP）状態を解除するには、一度 POWER スイッチ
をオフにして、原因となるものを取り除いてから再び POWER
スイッチをオンにしてください。
過熱保護（ OHP）の作動原因が取り除かれていないと、再び 

OHPが作動します。内部温度が十分に下がってから POWER ス
イッチをオンにしてください。
アラームの原因をすべて取り除いても、アラームを解除できな
い場合には、故障の可能性があります。本製品の使用を中止し
て、購入先または当社営業所にお問い合わせください。 

4.5.2 過電圧保護（ OVP）機能
過電圧保護（ OVP）機能は、予想外の過大な電圧から負荷を保
護します。下記のような状況のとき、過電圧保護（ OVP）が働
きます。 

• 内部の制御回路の故障により出力に規定以上の電圧が出た
場合 

• 外部から異常な電圧が出力端子に印加された場合

過電圧保護（ OVP）機能は各出力の定格出力電圧の 110 % ～
130 % の電圧で動作します。この電圧は本製品の内部回路に依 
存します。変更はできません。

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING
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V
s

A
s

OUTPUT ALARM
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CV

s OHP表示

点灯

点滅

消灯

アラーム作動
ALARM LED 点滅
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表 4-3 過電圧保護（ OVP）作動点

過電圧保護（ OVP）が作動すると ALARM LEDが点滅して出力
が  オフになり、電圧表示部に過電圧保護（ OVP）機能が作動し
たチャンネルが表示されて、電流表示部に  "OVP" が表示されま
す。

図 4-5 OVPアラーム表示（ CH1に過電圧保護が作動した例）

アラームの解除（ OVP）
過電圧保護（ OVP）状態を解除するには、一度 POWERスイッ
チをオフにして、原因となるものを取り除いてから再び 
POWERスイッチをオンにしてください。

アラームの原因をすべて取り除いても、アラームを解除できな
い場合には、故障の可能性があります。本製品の使用を中止し
て、購入先または当社営業所にお問い合わせください。

形  名 出力端子 定格出力電圧 O VP動作電圧 *1 

*1. 上記の OVP 動作電圧は、目安であり性能を保証するものではあ
りません。 

PMP18-3TR

 

CH1

 

6 

 

V  約 7.2 V

CH2 18 V  約 20.2 V

CH3 18 V  約 20.2 V

PMP25-2TR CH1 6 V  約 7.2 V

CH2 25 V  約 28.5 V

CH3 25 V  約 28.5 V

PMP16-1QU CH1 25 V  約 31.0 V

CH2 6 V  約 7.2 V

CH3 -16 V  約 -19.0 V

CH4 16 V  約 19.0 V

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV

s OVP表示

V チャンネル表示点灯

点滅

消灯

アラーム作動
ALARM LED点滅
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4.6 チャンネル番号（ OUTPUT CH） 

PMP シリーズでは、各出力にチャンネル番号が付いています。
チャンネル番号は、本製品を外部コントロールするときなど、
出力の識別に使用されます。各モデルの出力に対するチャンネ
ル番号は以下のようになります。

図 4-6 PMP18-3TR/PMP25-2TRの出力端子

図 4-7 PMP16-1QUの出力端子

表 4-4 出力とチャンネル番号の関係

SENSING

POWER

COM COM

CH1 CH3CH2

1 2 3 4 5 6

x-xxV x-xAx-xxV x-xAx-xV 0-xA

OUTPUT
CH1

OUTPUT
CH2

OUTPUT
CH3

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

OUTPUT
CH1

OUTPUT
CH2

OUTPUT
CH3

OUTPUT
CH4

形  名 OUTPUT CH1 OUTPUT CH2 OUTPUT CH3 OUTPUT CH4 

PMP18-3TR

 

+6 V出力 +18 V出力 +18 V出力 - 

PMP25-2TR

 

+6 V出力 +25 V出力 +25 V出力 - 

PMP16-1Q

 

U +25 V出力 +6 V出力 -16 V出力 +16 V 出力
PMP 4-15



   

 

4.7 トラッキング機能（ TRACKING）
基準になるチャンネルの変化量（絶対値）に合わせて、また同
じ比率（％）で、指定した複数のチャンネルの値が同時に変化
します。
動作領域内であれば 0 V（または 0 A）から定格出力電圧（また  
は定格出力電流）まで変化できます。 

PMPシリーズのトラッキング機能には下記の 2種類の方法があ
ります。

トラッキング動作をするチャンネルの選択、および基準になる
チャンネル（トラッキング機能 1のみ）は自由に設定できます。 

PO

 

WER スイッチをオフにすると、トラッキング機能の設定内
容はクリアされます。次回電源投入時は、トラッキング機能の
設定内容は解除された状態で立ち上がります。 

■ トラッキング機能 1（絶対値変化）

選択した基準になるチャンネルの変化に合わせて、指定した
チャンネルの出力が同じ値（絶対値）で変化する機能です。ト
ラッキング機能 1を動作させたときに、その時点で設定されて
いる各チャンネルの電圧値、電流値が基準の値となり、そこか
ら変化します。
基準になるチャンネルの電圧、または電流を変化させた場合に、
指定したチャンネルの出力が最大設定可能出力、または 0 V（ま
たは 0 A）に達したときには、それ以上変化しませんが、基準 
になるチャンネルの変化量は記憶されます。基準になるチャン
ネルの出力を元の出力に戻すと、トラッキング動作をしている
チャンネルの出力も元の出力に戻るよう変化します。

トラッキング機能 
1

基準になるチャンネルの出力電圧値（または電流
値）の変化量と同じ値 (絶対値 ) で指定したチャン
ネルの出力電圧値 (または電流値 ) が変化する機能

トラッキング機能 
2

設定されている出力電圧値（または電流値）を基
準として、指定したチャンネルの出力電圧値 (また
は電流値 )が同じ比率（％）で変化する機能
4-16 PMP
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例） PMP16-1QUの CH1と CH2でトラッキング機能 1を動作さ
せてみます。
設定値 CH1＝ 10.00 V、 CH2＝ 3.00 V、基準になるチャン  
ネルは CH1 とします。  
表示部に表示されている値は CH1 の設定値です。

例 1） [CH1] [CH2] 

10.00 V

 

3.00 V 基準電圧  
トラッキング機能 1を設定 

 

 

CH1を 4 V上げる 

14.00 V

 

6.18 V

 

CH2は最大出力にて止まるが、変化量  
3 V+4 V=7 Vを記憶 
 

 

CH1を 0.5 V 下げる 

13.50 V

 

6.18 V

 

CH2は内部にて 7 V-0.5 V=6.5 V なので 
6.18 Vのまま   

 

 

CH1を 0.5 V 下げる 

13.50 V

 

6.00 V

 

CH2は 6.5 V-0.5 V=6.0 V となる 
 

 

CH1を 3 V下げる 

10.00 V

 

3.00 V 最初の電圧に戻る

例 2） [CH1] [CH2] 

10.00 V

 

3.00 V 基準電圧  
トラッキング機能１を設定 
 

 

CH1を 4 V上げる 

14.00 V

 

6.18 V

 

CH2は最大電圧にて止まるが、変化量  
3 V+4 V=7 Vを記憶。 
 出力選択スイッチにて CH2を選択し、
基準になるチャンネルを CH2に変更 

14.00 V

 

6.18 V 基準電圧値が左記に変わり、変化量はク
リアされる 
 

 

CH2を 3.00 V 下げる 

11.00 V

 

3.18 V

 

CH1は 14.00 V-3.00 V=11.00 V となる 
 

 

CH2を 0.18 V 下げる 

10.82 V

 

3.00 V

 

CH2は最初の基準値に戻るが、 CH1 は 
10.82 Vとなり、最初の基準電圧には戻
らない
PMP 4-17



 

 

   

■ トラッキング機能 2（比率変化）

指定したチャンネルの出力が同じ比率（ %）で変化する機能で
す。トラッキング機能 2を動作させたときに、その時点で設定
されている各チャンネルの電圧値、電流値が基準の値（ 100 %）
となり、そこから変化します。
可変幅は、 0.0  %～ 200.0 %です。

比率を変化させた場合に、出力が最大設定可能出力または 0 V
（または 0 A）に達したときには、それ以上変化しませんが、ト 
ラッキング動作をしている各チャンネルの変化量は記憶されま
す。出力を元の出力（ 100 %）に戻すと、それぞれの出力も元 
の出力に戻るように変化します。
4-18 PMP



4
操
作
方
法

 

   

例） PMP16-1QUの CH3と CH4の電圧値を同じ比率で変化させ
た場合の例を図  4-8に示します。

トラッキング動作中にロータリーノブを回すと、図  4-8 に示
すようにあらかじめ設定した±出力の比率（ b/a）と同じ比
率で出力が変化します。つまり、 

b/a = d/c

の比例式が成立することになります。

図 4-8 電圧設定とトラッキング出力

0 TRACKスイッチ
ON時の変化量

a

b

c

d

＋出力 (OUTPUT CH4)

-出力 (OUTPUT CH3)

設定電圧

設定可能
最大電圧

設定電圧

設定可能
最大電圧

設定電圧
設定可能
最大電圧

設定電圧

設定可能
最大電圧

100% 200%

0 TRACKスイッチ
ON時の変化量

最大電圧に達すると、それ以上変化
しません。但し、変化量は記憶されます。

a

b

c

d

＋出力 (OUTPUT CH4)

-出力 (OUTPUT CH3)

100% 200%

(a) 定格出力内で変化させた場合

(b) 設定可能最大出力以上で変化させた場合

最大電圧

最大電圧
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トラッキング動作をするチャンネルの設定 

p

 

.4-33 トラッキング動作をするチャンネルの選択は、コンフィグ設定
の  "tr.CH" で選択します。チャンネル選択スイッチを押すたびに  
オン（ 1）／オフ（ 0）が切り替わり、電流表示部に設定が表示
されます。
トラッキング機能をオンに設定したチャンネルは電流表示部に 
"1" が表示されて、オフに設定したチャンネルは  "0" が表示され
ます。

図 4-9 トラッキング機能設定時の表示例

トラッキング機能 1では、基準になるチャンネルがトラッキン
グ機能オフに設定されていると、トラッキング機能オンに設定
したチャンネルもトラッキング動作が実行されません。トラッ
キング機能 1で動作させる場合には、基準になるチャンネルを
トラッキング機能オンに設定してください。

トラッキング動作時の設定分解能
トラッキング動作時の分解能は VOLTAGE スイッチ、または 
CURRENTスイッチにて選択した桁で変化します。 

• 出力の分解能は表示している最小桁で制限されます。トラッ
キング機能を動作させた場合に、基準になるチャンネルの最
小分解能がトラッキング機能をオンに設定したチャンネル
の最小分解能よりも小さいときには、ロータリーノブを回し
ても出力が変化しないことがあります。 
上記のような状態のときは、トラッキング機能をオンに設定
したチャンネルの最小分解能に達して、出力または表示に変
化が出るまでロータリーノブを回してください。

参照

CONFIG
トラッキング機能表示

4出力モデル 3出力モデル

CH4：オン

CH3：オフ

CH1：オフ

CH2：オン

CH3：オフ

CH2：オン

オフ 表示

CH1：オン
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A
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4-20 PMP



4
操
作
方
法

   

トラッキング機能 1（絶対値変化）の操作手順

図 4-10 トラッキング機能 1 動作時の表示例 

1

 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

p

 

.4-20
　       p.4-33  2 コンフィグ設定で、トラッキング動作をするチャンネルを

設定します。 

p

 

.4-5 

 

3 トラッキング動作をさせる各チャンネルに、出力値を設定
します。 

4
 

TRA

 

CK1スイッチをスイッチを押します。
表示部の TRACKING1 LED が点灯します。 

5 基準にするチャンネルのチャンネル選択スイッチを押し
ます。
選択したチャンネルのチャンネル選択スイッチが点灯して設定値が
表示されます。 

6
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオンにします。 

7 表示しているチャンネルの出力を基準に、ロータリーノブ
を回して希望の出力に設定します。

トラッキング機能 1の動作を解除するときは、 TRACK1 スイッ
チを押して解除します。

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV

基準となるチャンネルの電流値（0.2 A）

s 基準となるチャンネルの電圧値（5 V）
点灯

点滅

消灯

トラッキング機能 1 動作中
TRACKING1 LED 点灯

Y

参照

参照
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トラッキング機能 1について 

• 動作中にチャンネル選択スイッチを押すと選択したチャン
ネルの設定値を表示できます。その場合には、トラッキング
動作の変化量はクリアされます。その時点の各チャンネルの
設定値が基準値になり、基準になるチャンネルも選択された
チャンネルに変わります。 

• 動作中に定格出力または 0 V、 0 A に達して、それ以上変化  
しない状態の場合に基準になるチャンネルを変えたときも、
変化量はクリアされます。その場合には、定格出力または 0

V、 0 Aが基準値になります。 

• 動作中にチャンネル選択スイッチを押す場合には、十分に注
意してください。 

• 動作中にメモリスイッチを押すと、メモリに記憶された値が
基準値に変化します。注意してください。

トラッキング機能 2（比率変化）の操作手順

図 4-11 トラッキング機能 2 動作時の表示例 

1

 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

p

 

.4-20  
　　   p.4-33  2 コンフィグ設定で、トラッキング動作をするチャンネルを

設定します。 

p

 

.4-5 

 
3 トラッキング動作をさせる各チャンネルに、出力値を設定

します。
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4 TRACK2（ SHIFT＋ TRACK1）スイッチを押します。
表示部の TRACKING2 LED が点灯します。
現在選択されているチャンネルのチャンネル選択スイッチが点灯し
て、電圧表示部、電流表示部ともに 100.0と表示されます。 

5
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオンにします。 

6 表示しているチャンネルの比率を基準に、ロータリーノブ
を回して希望の比率に設定します。

トラッキング機能 2 の動作を解除するときは、 TRACK2

（ SHIFT+TRACK1）スイッチを押して解除します。 

TRA

 

CK1スイッチを 2度押すことで TRACK2→ TRACK1 →ト
ラッキング動作オフと変化して解除することもできます。

トラッキング機能 2について 

• 表示しているチャンネルがトラッキング機能オフに設定さ
れている場合でも、オンに設定されているチャンネルはト
ラッキング動作を行います。
トラッキング機能オフに設定しているチャンネルもオンに
設定しているチャンネルと同様にパネル表示部に表示され
る比率は変化しますが、実際の設定値は変化しません。 

• 動作中にメモリスイッチを押すとメモリに記憶された値が
基準値に変化します。注意してください。
PMP 4-23



 

   

4.8 ディレイ（遅延）機能 

OUTPUT スイッチを押してから実際に各出力がオン（ ON

DELAY）またはオフ（ OFF DELAY）するまでの遅延時間を設定 
できます。遅延時間はオンとオフ別々に設定できます。
設定可能な遅延時間（ DELAY TIME）の範囲は 0.1 s～ 99.9 sです。

以下のタイミングチャートはディレイ機能を概念的に示したも
ので、出力オン／オフ  ディレイのタイミングを示します。

図 4-12 ディレイ機能のタイミングチャート

実際の出力オン時の立ち上がり時間、および出力オフ時の立ち
下がり時間は、出力や負荷条件により時間が異なります。上記
タイミングチャートは立ち上がり立ち下がり時間を無視してい
ます。 

•

 

OUTPUT スイッチが押されてから出力をオンまたはオフす
るのに、内部の処理時間があるので、遅延時間を 0 sに設定
しても数十 msの誤差が生じます。

CH1

CH2

CH3

CH4
20 4 20 4 6

SET 値

遅延時間（s）

DELAY TIME DELAY TIME

▼はOUTPUTスイッチを押すタイミング

出力オン 出力オフ

項目 
ON 

 DELA Y 
SET 値 

OFF 

 
DELA

 
Y

 SET 値 
CH1

 
0 s

 
4 s

 

CH2 4 s 0 s

CH3 2 s 2 s

CH4 2 s 6 s
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出力値と出力オン／オフ  ディレイ時間の設定

ディレイ時間の設定中は、表示部の DELAY LEDが点滅します。

図 4-13 ディレイ時間設定時の表示例 

1
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

p

 

.4-5 

 

2 ディレイ動作をさせる各チャンネルに出力値を設定しま
す。 

3
 

DELA

 

Y SET（ SHIFT + DELAY）スイッチを押します。
前回設定した値が表示され、 DELAY LEDが点滅します。 

4 設定するチャンネルをチャンネル選択スイッチで選択し
ます。
選んだチャンネル選択スイッチが点灯します。 

5
 

V

 

OLTAGEスイッチ、または CURRENT スイッチを押しま
す。
電圧表示部には出力オン  ディレイ時間、電流表示部には出力オフ  
ディレイ時間が表示されます。 

6
 

V

 

OLTAGEスイッチ、または CURRENT スイッチで設定桁
を選択して、ロータリーノブでディレイ時間を設定しま
す。
設定単位は秒です。 

7 他のチャンネルも設定する場合には、手順 4から手順 6を繰
り返します。 

8 出力オン／オフ  ディレイ時間の設定から抜けるときは、  
DELA

 
Y SET（ SHIFT + DELAY）スイッチを押します。 

DELAY LEDが消灯します。
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•

 

DELAY SET状態を解除する前に POWERスイッチをオフに  
すると、設定した値は保存されません。

ディレイ動作の操作
ディレイ機能を使用して出力をオン／オフします。
出力がオン／オフするまでのディレイ時間中は OUTPUT LED
が点滅します。 OUTPUT LEDが点滅中に OUTPUTスイッチを
押すと、出力オン／オフ  ディレイ動作を中止します。 

1
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

p

 

.4-5     
 　       p.4-25  2 出力値、出力オン／オフ  ディレイ時間を設定します。 

3
 

DELA

 

Yスイッチを押してディレイ機能を有効にします。
表示部の DELAY LEDが点灯します。 

4
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオンにします。
出力オン  ディレイ動作中は表示部の OUTPUT LEDが点滅してディレ  
イ動作中であることを表示します。全ての出力がオンすると点滅から
点灯になります。

図 4-14 出力オン  ディレイ機能動作時の表示例 

5
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。
出力オフ  ディレイ動作中は表示部の OUTPUT LEDが点滅してディレ  
イ動作中であることを表示します。全ての出力がオフすると点滅から
消灯になります。

参照
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図 4-15 出力オフ  ディレイ機能動作時の表示例 

6 ディレイ機能を解除するときは、 DELAY スイッチを押し
ます。 

4.9 メモリ機能（ MEMORY）
出力の電圧・電流設定値、および遅延時間（ DELAY TIME）の
組み合わせを 3つまで保存できます。メモリ 1、メモリ 2、また
はメモリ 3のどれかを選択して保存します。

設定値のストア（保存） 

1
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

p

 

.4-5  
　　 p .4-25  2 ストアさせたい内容を設定します。

必要に応じて電圧・電流の設定、およびディレイ（遅延）設定を行っ
てください。 

3
 

ST

 

ORE（ SHIFT+MEMORY）スイッチを押して、ストア
させたい MEMORYスイッチ（ 1、 2または 3）を選択します。
設定内容が選択したメモリに保存されます。 

•

 

ST

 

ORE（ SHIFT+MEMORY）スイッチを押す前に、他のス
イッチを押すと、設定内容は保存されません。
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設定値のリコール（呼び出し） 

• 出力がオンでメモリから設定値をリコールした場合には、呼
び出された設定値が出力されます。リコールするメモリの番
号を間違えると、予想外の電力を負荷に供給することがあり
ますので、注意してください。
使用しないメモリには、負荷を破損させない電圧値、電流値
を保存しておくことをお勧めします。

リコールしたい設定値が保存されている MEMORY スイッチを
押します。
選択したメモリの内容が呼び出されて設定されます。
保存内容を確認するときは、 OUTPUTスイッチがオフの状態で
メモリスイッチを押します。メモリに保存されている設定値が
表示されます。そのまま出力したい場合には、 OUTPUTスイッ
チをオンにしてください。 

OUTPUTスイッチがオンの状態でメモリから設定値を呼び出し
た場合には、各出力の立ち上がり時間に約 1.5 sのずれが生じる
ことがあります。 

• ディレイ（遅延）機能の動作中は、設定値のリコール（呼び
出し）はできません。

注意
4-28 PMP
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4.10 直列接続（ PMP16-1QUのみ） 

• 直列運転ができるのは 4 出力モデルの PMP16-1QU のみで
す。 PMP18-3TR/PMP25-2TRでは直列運転はできません。 

•

 

2 台以上を組み合わせて直列運転をすることはできません。
内部の回路に電流が流れ込み故障の原因になります。 

+（正）出力端子と -（負）出力端子に負荷を接続することによ
り、出力電圧を拡大して使用することができます。

図 4-16 PMP16-1QU 直列運転時の負荷接続例 
（ CH3 -と CH4 +の出力端子に接続した例）

注意

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

圧着端子
Eo=0-32 V,　1 A

Eo
*

* CH3とCH4の出力が加算された電圧が出力されます。
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4.11 キーロック機能（ KEY LOCK）
誤って設定値を変更してしまうのを防止するために、パネルか
らの操作を禁止（ロック）することができます。いったんロッ
クすると OUTPUTスイッチ、チャンネル選択スイッチ、および 
KEY LOCK（ SHIFT+SET）スイッチ以外の操作が無効になりま 
す。

ロックの設定、解除 

KEY 

 

LOCK（ SHIFT+SET）スイッチを押すたびに、パネルの 
ロックを設定したり、解除したりできます。
ロックが設定されているときには、表示部の KEY LOCK LEDが
点灯して、ロックが解除されると、 LEDが消灯します。

図 4-17 キーロック表示 

•

 

SETスイッチが押された状態（ SETスイッチが点灯）でキー
ロック機能を設定すると、パネル表示部は設定されている電
圧値、および電流値表示のまま固定されて、出力値表示にな
りません。実際の出力値を表示させたい場合には、キーロッ
ク機能を解除して SET スイッチを押して設定値表示から出
力値表示にしてから、再びキーロック機能を設定してくださ
い。
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4.12 コンフィグ設定（ CONFIG）
本製品の動作条件を設定します。

 
図  4-18

電圧表示部・電流表示部と CONFIGスイッチ、ロータリーノブ
またはチャンネル選択スイッチを使用して設定します。 

1
 

CONFIGスイッチを押します。
コンフィグ設定表示になります。
電圧表示部にコンフィグ設定の項目が表示されて、 CONFIG スイッチ
を押すたびに設定の項目が順番に切り替わります。設定する動作条件
の表示になるまで CONFIG スイッチを押してください。最後は、出
力値表示になります。 

2 ロータリーノブ、またはチャンネル選択スイッチを使用し
て条件を設定します。
電流表示部に設定内容が表示されます。 

3 続けて動作条件を設定する場合には、 CONFIG スイッチを
押します。
設定内容を変更する場合には、ロータリーノブ、またはチャンネル選
択スイッチで設定します。 

4 設定が終了したら出力値表示に戻るまで CONFIG スイッ
チを押して、コンフィグ設定から抜けます。

表 4-5 コンフィグ項目一覧

注：ロータリーノブ使用は 1、チャンネル選択スイッチ使用は 2

参照

コンフィグ
項目 設定／表示の内容 設定内容 注 

On.P

 

o 電源オン時の出力状態設定 オン（ on）／オフ（ oFF） 1 

tr

 

.CH トラッキング設定 オン（ 1）／オフ（ 0） 2 

SEnS リモートセンシングの設定 オン（ 1）／オフ（ 0） 2 

V

 

o.Li 電圧の上下限値付近の動作
設定 固定（ HoLd）／可変（ ChAn） 1 

Cu.Li 電流の上下限値付近の動作
設定 固定（ HoLd）／可変（ ChAn） 1 

V

 

o.Fi 電圧のファイン設定 有効（ On-c、 On-h）／無効（ oFF） 1 

Cu.Fi 電流のファイン設定 有効（ On-c、 On-h）／無効（ oFF） 1
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図 4-18 コンフィグ設定（工場出荷時の設定）

電流のファイン設定の後 CONFIGスイッチを押して、出力値表
示に戻すとき、電圧表示部と電流表示部に数秒間  "– – – –" が表
示されてから出力値表示に戻ります。
工場オプションのインターフェースボードを装着した場合に
は、通常の CONFIG項目の他に装着したインターフェース専用
のメニューが追加されます。
詳細は、「 PMPシリーズ  通信インターフェースマニュアル」を 
参照してください。
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電源オン時の出力状態設定（ "ON.PO" ）
ロータリノブ   PO  WER スイッチをオンにしたときの出力の状態を設定しま

す。
ロータリノブで設定します。 

ON　（ ）： 出力オンの状態で立ち上がり 

OFF（ ）： 出力オフの状態で立ち上がり 

•

 

POWERスイッチをオンにしたときの出力の状態をオンに設
定した場合には、内部の処理のためファームウェアバージョ
ン表示後、出力がオンするまで数秒かかることがあります。

トラッキングの設定（ "TR.CH" ）
チャンネル選択  
スイッチ

トラッキング動作をするチャンネルを設定します。
チャンネル選択スイッチで設定します。  
スイッチを押すたびにオン（ 1）／オフ（ 0）が切り替わり、電
流表示部に設定が表示されます。 

4 出力モデルの場合には、一番左の桁から順番に CH1、 CH2、 

CH3、 CH4の設定を示します。  
3 出力モデルの場合には、左から 2 番目の桁から順番に CH1、 

CH2、 CH3の設定を示します。 

1： トラッキング動作オン 

0： トラッキング動作オフ

CH4CH1 CH2 CH3
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リモートセンシングの設定（ "SENS" ）
チャンネル選択  
スイッチ

リモートセンシング動作をするチャンネルを設定します。
チャンネル選択スイッチで設定します。  
スイッチを押すたびにオン（ 1）／オフ（ 0）が切り替わり、電
流表示部に設定が表示されます。 

4 出力モデルの場合には、一番左の桁から順番に CH1、 CH2、 
CH3、 CH4の設定を示します。  
3 出力モデルの場合には、左から 2 番目の桁から順番に CH1、 

CH2、 CH3の設定を示します。 

1： リモートセンシング動作オン 

0： リモートセンシング動作オフ

電圧の上下限値付近の動作設定（ "Vo.LI" ）

ロータリノブ  電圧設定時に、設定可能範囲の最大電圧値または最小電圧値付
近での、選択設定桁より小さい桁の動作を設定します。
ロータリーノブで設定します。 

HOLD（ ）： 選択設定桁未満を固定 

CHAN（ ）： 選択設定桁未満を可変

例） PMP16-1QU CH4（最大設定電圧値 16.48 V）で現在の
設定電圧値が 15.95  V場合に 1 V値を増加したとき 

• 選択設定桁未満を固定のとき   

• 選択設定桁未満を可変のとき  

CH4CH1 CH2 CH3

選択設定桁 固定 1 V値を増加した場合の16.95 Vは、最大設定電圧値
以上なので、設定桁未満固定のため設定値に変化無し。

15.95 V → 15.95 V

選択設定桁 可変 1 V値を増加した場合の16.95 Vは、最大設定電圧値
以上になるが、設定桁未満可変のため、設定値は最大
設定電圧の16.48 Vに変化。

15.95 V → 16.48 V
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電流の上下限値付近の動作設定（ "CU.LI" ）
ロータリノブ 電流設定時に、設定可能範囲の最大電流値または最小電流値付

近での、選択設定桁より小さい桁の動作を設定します。
ロータリーノブで設定します。 

HOLD（ ）： 選択設定桁未満を固定 

CHAN（ ）：選択設定桁未満を可変

例） PMP16-1QU CH4（最大設定電流値 1.030 A）で現在の
設定電流値が 0.950 Aの場合に 0.1 A値を増加したとき 

• 選択設定桁未満を固定のとき 

• 選択設定桁未満を可変のとき

電圧のファイン設定（ "VO.FI" ）
ロータリノブ  電圧表示部に表示されている設定可能な最小桁のさらに 1 つ下

の桁の動作を設定します。
定格出力電圧が 10 V以上の場合　 1 mVの桁
定格出力電圧が 10 V未満の場合　  0.1 mVの桁

ロータリーノブで設定します。
ファイン設定有効中は最小桁（一番右）の数字がハイライト表
示で点滅して、さらに一つ下の桁を設定中であることを表しま
す。設定中も最小桁（一番右）の数字の点滅のみでさらに一つ
下の桁は表示部には表示されません。設定はできますが、本製
品の制限により出力電圧に反映されない場合があります。

選択設定桁固定 0.1 A値を増加した場合の1.050 Aは、最大
設定電流値以上なので、設定桁未満固定のため、
設定値に変化無し。

0. 950 A → 0.950 A

選択設定桁可変 0.1 A値を増加した場合の1.050 Aは、最大
設定電流値以上になるが、設定桁未満可変のため、
設定値は最大設定電圧の1.030 Aに変化。

0. 950 A → 1.030 A
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ON-C（ ）： 電圧のファイン設定有効（クリア）

電圧表示部に表示されている最小桁のさらに 1つ下の桁
（ 1 mVまたは 0.1 mV）まで設定可能です。他の桁に移動  
して操作すると、 1 mVまたは 0.1 mVの桁の値は 0にク
リアされます。

例）  ON-Cで設定した電圧値 12.345 Vに 1 V値を増加した場合 

ON-H（  ）： 電圧のファイン設定有効（ホールド）

電圧表示部に表示されている最小桁のさらに 1つ下の桁
（ 1 mVまたは 0.1 mV）まで設定可能です。他の桁に移動  
して操作しても、 1 mVまたは 0.1 mVの桁の値は保持さ   
れます。

例）  ON-Hで設定した電圧値 12.345 Vに 1 V値を増加した場合 

OFF（ ）： 電圧のファイン設定無効 

• 参考：定格出力電圧が 16 Vの出力は約 1 mV刻み、 6 Vの出
力は約 0.2 mV 刻みで変化します。ただし、性能を保証す 
るものではありません。目安として使用してください。

電流のファイン設定（ "CU.FI" ）
ロータリノブ  電流表示部に表示されている設定可能な最小桁のさらに 1つ下

の桁（ 0.1 mAの桁）の動作を設定します。

ロータリーノブで設定します。

1 V可変

電圧表示部に表示

“On-c”で設定 1 V値を増加した場合には、設定された値はクリア

12.34   V → 13.34   V

1 V可変 “On-h”で設定 1 V値を増加した場合も設定された値は保持

電圧表示部に表示

12.34   V → 13.34   V
4-36 PMP
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ファイン設定有効中は最小桁（ 1 mAの桁）の数字がハイライト 
表示で点滅して、さらに一つ下の桁を設定中であることを表し
ます。設定中も最小桁（ 1 mAの桁）の数字の点滅のみでさらに 
一つ下の桁は表示部には表示されません。設定できますが、本
製品の制限により出力電流に反映されない場合があります。 

ON-C（ ）： 電流のファイン設定有効（クリア）

電流表示部の最小桁のさらに 1つ下の桁（ 0.1 mA）まで
設定可能です。他の桁に移動して操作すると、 0.1 mA の
桁の値は 0にクリアされます。

例）  ON-Cにて設定した電流値 1.2345 Aに 0.1 A 値を増加し
場合 

ON-H（ ）： 電流のファイン設定有効（ホールド）

電流表示部の最小桁のさらに 1つ下の桁（ 0.1 mA）まで
設定可能です。他の桁に移動して操作しても、 0.1 mA の
桁の値は保持されます。

例）  ON-Hにて設定した電流値 1.2345 Aに 0.1 A 値を増加し
た場合 

OFF（ ）： 電流のファイン設定無効 

• 参考：定格出力電流が 3 A の出力は約 0.1 mA 刻み、 5 A の
出力は約 0.2 ｍ A 刻みで変化します。ただし、性能を保証 
するものではありません。目安として使用してください。

0.1 A可変

電流表示部に表示

“On-c”で設定 0.1 A値が増加した場合には、設定された値はクリア

1.234   A → 1.334   A

0.1 A可変

電流表示部に表示

“On-h”で設定 0.1 A値が増加した場合も設定された値は保持

1.234   A → 1.334   A
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4.13 リモートセンシング機能
リモートセンシングとは、負荷用電線の抵抗による電圧降下な
どの影響を低減して、負荷端の出力電圧を安定させる機能です。

本製品のリモートセンシングは、片道で約 0.3 V まで補償でき
ます。負荷用電線の電圧降下が補償電圧を超えないよう十分な
電流容量の負荷用電線を選択してください。 

0.6 Vを超えると内部の回路を壊す可能性があります。

リモートセンシングを行うには、センシングポイント（負荷端）
に電解コンデンサが必要です。 

• 工場出荷時はセンシング線を出力端子に接続した状態で校
正しています。校正時は、必ずセンシング端子と出力端子を
接続してから、負荷端にて校正を行ってください。詳細につ
いては「 6.1 校正」を参照してください。 

• リモートセンシング機能を使用する場合には、コンフィグ設
定でリモートセンシング機能をオンにしてください。リモー
トセンシング機能がオフのまま使用すると、約 30 mVの誤差
が生じます。

リモートセンシング線の接続

感電および内部回路を破損する危険があります。 

•

 

POWERスイッチがオンの状態で、センシング端子へ絶対に
接続をしないでください。 

• センシング線には、本製品の対接地電圧より高い定格出力電
圧のケーブルを使用してください。むき出しになるシールド
部分は、本製品の対接地電圧より高い耐電圧の絶縁チューブ
などで保護してください。本製品の対接地電圧は± 250 Vmax

です。

警告
4-38 PMP
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リモートセンシング使用時はセンシング線に微少な電流が流れ
ます（最大 10 mA）。また、センシング線の抵抗成分により誤差 
が生じますので、センシング線は抵抗値の少ない線材を使用し
てください。
センシング機能を使用しないときは、必ずセンシング線を外し
てください。 

■ 必要な電解コンデンサ

容量：数百 μF～数千 μF

耐電圧：本製品の定格出力電圧の 150 %以上

図 4-19 対応リモートセンシング端子

表 4-6 センシング端子（ SENSING）番号の対応表

SENSINGSENSING
1 2 3 4 5 6 7 81 2 3 4 5 6 7 8

SENSINGSENSING
・・・・1 2 3 4 5 61 2 3 4 5 6

CH4
+S

CH4
-S

CH3
+S

CH3
-S

CH2
+S

CH2
-S

CH1
-S

CH1
+S

CH3
+S

CH3
-S

CH2
+S

CH2
-S

CH1
-S

無し無し CH1
+S

PMP18-3TR/PMP25-2TR PMP16-1QU

センシング
端子番号

対応リモート
センシング
端子

リモートセンシング端子 -負荷線接続対応 

4出力モデル 3 出力モデル 

PMP16-1Q

 

U PMP18-3TR PMP25-2TR

1 CH1  -S CH1_COM配線 CH1_COM配線 CH1_COM配線  

2

 

CH1  +S

 

CH1_+配線 CH1_+配線 CH1_+配線 

3

 

CH2  -S

 

CH2_COM配線 CH2_COM配線 CH2_COM配線  

4

 
CH2  +S

 

CH2_+配線 CH2_+配線 CH2_+配線 

5

 

CH3  -S

 

CH3_-配線 CH3_COM配線 CH3_COM配線  

6

 

CH3  +S

 

CH3_COM配線 CH3_+配線 CH3_+配線 

    7

 

*1

 

CH4  -S

 

CH4_COM配線 無し 無し

　 8 *1 CH4  +S CH4_+配線 無し 無し 

*1.

 

PMP18-3TR/PMP25-2TRにもセンシング端子はありますが、内部の回路は
接続されていません。
PMP 4-39



  

図 4-20 リモートセンシングの接続例 
（ PMP16-1QUの CH4に接続の場合） 

1
 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

p

 

.5-3 

 

2 本製品のセンシング端子（ +S、 -S）と負荷端のセンシン
グ点に配線します。
センシング線は、ツイストペア線またはシールド線を使用してくださ
い。誘導による出力リップル電圧の悪化を防ぐ効果があります。 

1 m 以下のセンシング線を使用して配線をしてください。

図 4-21 センシング端子の接続 

3 負荷端に電解コンデンサを接続します。
電解コンデンサは必ず +S端子に接続される線側が＋（正）極性です。
コンデンサを取り付けることにより、立ち上がり時間、および立ち下
がり時間が通常より長くなります。 

p

 

.4-31 

 

4
 

CONFIGスイッチを押して、  "SEnS" を選択します。 

p

 

.4-20  
         p.4-34 

 

5 チャンネル選択スイッチで、リモートセンシング機能を行
うチャンネルを設定します。
リモートセンシング機能が設定されたチャンネルは電流表示部の該
当箇所に "1" が表示されて、設定されていないチャンネルは  "0" が表   
示されます。チャンネルの設定方法については、トラッキング動作を
行うチャンネルの設定と同じです。

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

負荷
ツイストペア線
またはシールド線

–S +S

+
+

–
–

C

参照

SENSINGSENSING

この部分をマイナスドライバで押し
ながら電線を差し込みます。

被覆を10 mm取り除いた
電線をここに挿入します。

参照

参照
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6 センシング端子の接続を確認します。

センシング線の接続については、表  4-7 チェックリストを用い 
て確実に接続してください。 

■ 本製品と負荷の間に機械的スイッチを入れる場合

本製品と負荷の間に入れられた機械的スイッチでオン／オフす
る場合には、図  4-22 のようにセンシング線にもスイッチを入れ 
て、負荷用電線とセンシング線を同時にオン／オフしてくださ
い。機械的スイッチをオン／オフする前に、必ず OUTPUT ス
イッチまたは POWERスイッチをオフにしてください。

図 4-22 機械的スイッチによるオン／オフ

負荷

S

+

–
C

+

–

+S

–S

+

–

PMP 4-41



  

表 4-7 リモートセンシングの接続チェックリスト

チェック項目 現象・対処
絶縁は確保されてま
すか？

センシング線は、本製品の対接地電圧より高い定格出力
電圧のケーブルを使用してください。

確実な接続がされて
ますか？

センシング線が外れると、負荷端の出力電圧を安定化で
きなくなり、負荷に過大な電圧が印加されることがあり
ます。確実に接続してください。
また、極性を間違えると本製品の故障の原因になります。
注意してください。

機械的スイッチを  
使用しますか？

負荷に供給する電力を機械スイッチでオン／オフする場
合はセンシング間にもスイッチを入れて負荷線とセンシ
ング線が離れないようにしてください。

定格出力電圧付近で
動作させますか？

本製品の出力は出力端子で定格電圧までしか保証してい
ません。負荷端までの電圧降下が大きく出力端で定格電
圧を超えると、負荷端に安定な電圧を供給できないばか
りか、本製品の故障の原因にもなります。
負荷線を十分断面積の大きな物に変え、出力端で、定格
電圧を超えないようにしてください。

誘導の防止はされて
ますか？

センシング線はツイストペア線またはシールド線を使用
してください。シールドは、 COMに接続してください。
むき出しになるシールド部分は、本製品の対接地電圧よ
り高い耐電圧の絶縁チューブ等で保護してください。

電解コンデンサの耐
電圧は十分ですか？

電解コンデンサの耐電圧は本製品の定格電圧の 150 ％以
上のものを使用してください。

配線の長さは長すぎ
ませんか？

負荷への配線が 1 m以上になると配線のインダクタンス
や容量により発振することがあります。その場合はセン
シング端子 +Sと＋出力間およびセンシング端子 -Sと－
出力間にコンデンサ（数百 μF、定格出力電圧以上）を入
れてください。極性に注意して +Sと＋間のコンデンサは
＋側を＋（正）極とし、 -Sと－間のコンデンサは -S側を
＋（正）極として接続してください。

パルス状の負荷電流
対策は十分ですか？

負荷電流がパルス状に急変する場合には、配線のインダ
クタンス成分により出力電圧が大きくなることがありま
す。配線を十分太くして、負荷端のコンデンサの容量を
大きくしてください。
4-42 PMP
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本製品は前面パネルからの操作以外に、後面パネルの J1端子台
を使用して、下記のコントロール操作ができます。 

• 外部接点による出力のオン／オフ 

• 外部接点によるメモリ  1、 2、 3のリコール 

• 外部接点によるアラーム入力 

5.1 スクリューレス端子の取り扱い 

J1端子台とセンシング端子がスクリューレス端子です。

接続に必要な電線および工具
電線
単線：φ 0.32（ AWG28）～ φ 0.65（ AWG22）
撚線： 0.08 mm 2（ AWG28）～ 0.32 mm 2（ AWG22）

マイナスドライバ
軸径：φ 3

先端幅： 2.6 mm

ワイヤーストリッパ
上記の電線に適合するもの
5-2 PMP
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スクリューレス端子の接続 

1
 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

2 ワイヤーストリッパを使って、電線の被覆を 10 mm取り除
きます。
本製品の上面に表示されているストリッ
プゲージを使うと容易に行うことができ
ます。 

3 スクリューレス端子へ電線を挿入します。 

4 ドライバを端子台から離し、電線が外れないことを確認し
ます。

図 5-1 接続時の注意

STRIP-GAUGE
10 mm

AWG24

被覆を取り除きすぎて
いるため、導線部分が
シャシに触れています。
被覆は10 mm取り除い
てください。

電線の切りくずがシャシ
に触れています。
導線を撚って挿入してく
ださい。

正しく接続された状態

適切 不適切 不適切
PMP 5-3



   

5.2

 

J1端子台について
ここでは、外部コントロールを行うために必要な J1端子台の接
続方法や注意事項について説明します。

表 5-1 J1端子台の配列

感電および内部回路を破損する恐れがあります。 

•

 

PO

 

WERスイッチがオンの状態で、 J1端子台への配線は絶対
に行わないでください。 

•

 

J1端子台は、 PMP18-3TR/PMP25-2TRの場合には CH2/CH3

の COM端子台、 PMP16-1QUの場合には CH3/CH4の COM

端子台とほぼ同電位になっています。 J1端子台からはみ出し
た電線の切りくずがシャシに触れないように、電線を挿入し
てください。また、被覆を取り除いた部分が端子台から出な
いように、電線を挿入してください。 

•

 

J1端子台への接続には、本製品の対接地電圧より高い定格電
圧のケーブルを使用してください。本製品の対接地電圧は 
± 250 Vmaxです。 

J1端子台の接続 

1

 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

p

 

.5-3 

 

2
 

J1端子台へ電線を挿入します。

端子番号 信号名 説明 操作
１ ALM IN 外部アラーム入力 1-6番端子を短絡
２ MEMOR Y1 メモリ 1のリコール 2-6番端子を短絡
３ MEMOR Y2 メモリ 2のリコール 3-6番端子を短絡
４ MEMOR Y3 メモリ 3のリコール 4-6番端子を短絡
５ OUTPUT ON 出力のオン／オフコントロール 5-6番端子を短絡
６ COMMON 信号入力用コモン –

警告

参照
5-4 PMP
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図 5-2 J1端子台の接続 

5.3 外部接点による出力のオン／オフ
外部接点により出力の  オン／オフをコントロールします。

出力オン／オフ  コントロールの接続

端子台の 5番と 6番の端子に接点スイッチ Sを接続します。

出力をオンにするには接点を短絡し、オフにするには接点を開
放します。
接点を短絡してるときは前面パネルの OUTPUTスイッチで出力
をオフにすることはできません。
接点を開放してるときに前面パネルで出力をオンにした場合に
は、接点を一度短絡して開放すると出力がオフになります。

図 5-3 出力オン／オフの接点スイッチ接続

J1

1

6

この部分をマイナスドラ
イバで押しながら電線
を差し込みます。

被覆を10 mm取り
除いた電線をここに
挿入します。

5 : 出力 オン/オフ
6 : 信号入力コモン

J1

1

6
S

配線長：2 m以下

ツイストペア線
またはシールド線
PMP 5-5



 

 

   

5.4 外部接点によるメモリ 1、 2、 3のリコール
メモリ 1、 2、 3に保存されている設定値を外部接点によりリコー
ル（呼び出し）することができます。
設定値をリコールするには、リコールしたいメモリ番号の端子
と COMMONを短絡します。短絡時間は 500 ms以上必要です。

二つ以上の端子を短絡した場合は無効です。
外部コントロール端子でメモリ選択時には、前面パネル
の MEMORYスイッチは無効です。

メモリリコールの接続 

J1端子台の 2番、 3番、 4番と 6番の端子に接点スイッチを接
続します。
ノンショーティングタイプのスイッチを使用した場合と、ノン
ロック（モーメンタリ）タイプのスイッチを使用した場合の接
続を示します。

図 5-4 メモリリコール  接点スイッチの接続  1
（ノンショーティングタイプスイッチを使用の場合）

図 5-5 メモリリコール  接点スイッチの接続   2
（プッシュスイッチを使用の場合）

2 : メモリ 1リコール
3 : メモリ 2リコール
4 : メモリ 3リコール

6 : 信号入力コモン

J1

1

6

S

配線長：2 m以下

ツイストペア線
またはシールド線ノンショーティング

タイプスイッチ

J1

1

6

S1

S2
S3

2 : メモリ 1リコール
3 : メモリ 2リコール
4 : メモリ 3リコール

6 : 信号入力コモン

配線長：2 m以下

ツイストペア線
またはシールド線プッシュスイッチ
5-6 PMP
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ノンロック（モーメンタリ）タイプのスイッチを使用して接続
した場合には、 2 個以上のスイッチを同時に押さないでくださ
い。
メモリをリコールすると瞬間的に下記の表示がされて、その後
出力値表示になります。

図 5-6 メモリ番号 1をリコール時の表示例 

•

 

J1端子台の 2番、 3 番および 4番の端子の等価回路を図  5-7

に示します。

図 5-7 等価回路

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV

リコールした
メモリ番号

2、3、4

6

CMOS

+5 V+5 V

10 kΩ

開放電圧：5 V
短絡電流：0.5 mA

CMOSレベル
"H" レベル: 3.15 V～5 V
"L" レベル: 0 V～1.35 V、設定値のリコール

CH2/CH3 COM（3出力モデル） または
CH3/CH4 COM（4出力モデル）
PMP 5-7



   

5.5 外部接点によるアラーム入力（ ALM IN）
外部接点により、本製品の出力を遮断する機能です。
アラーム信号を入力するためには 0.5 s以上接点スイッチを短絡 
します。

アラーム入力の接続 

J1端子台の 1番と 6番の端子に接点スイッチを接続します。

図 5-8 アラーム入力の接点スイッチ接続 

0.5 s以上アラーム信号を入力します。

短絡時間が短いとアラームを感知しないことがあります。

外部接点でアラーム信号が入力されると、前面パネル表示部の 
ALARM LEDが点滅して以下のように表示されます。

図 5-9 アラーム入力時の表示部

アラーム信号の解除
アラーム信号を入力した場合には、アラーム入力は保持されま
す。一度 POWER スイッチをオフにして解除してから再び 

POWERスイッチをオンにしてください。

1 : 外部 アラーム入力

6 : 信号入力コモン

ツイストペア線
またはシールド線

配線長：2 m以下

J1

1

6

S

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV

点灯

点滅

消灯

アラーム信号入力
ALARM LED 点滅

EXT(EXTERNAL) 表示

ALM(ALARM) 表示
5-8 PMP
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保守

この章では、保守、調整、およびうまく動作しないとき
のヒントについて説明します。 



  

本製品の初期性能を長期間にわたって維持するには、定期的に
被覆の破れや断線などないか点検してください。 

• 被覆の破れなどがあると感電や火災の恐れがあります。すぐ
に使用を中止してください。

付属品やオプションの購入は、購入先または当社営業所にお問
い合わせください。 

6.1 校正
本製品は、適切な校正を実施して出荷されています。その性能
を維持するために、定期的な校正をお勧めします。
校正は、購入先または当社営業所へ依頼してください。

調整が必要な場合には、以下の手順に従ってください。本製品
の調整項目がすべて記載されています。
ご不明な点がありましたら、購入先または当社営業所へお問い
合わせください。 

6.1.1 必要な機器
調整には、下記の測定器が必要です。 

• 測定確度 0.02 %以上の直流電圧計（ DVM） 

• シャント（表  6-1参照）

表 6-1 推奨シャント抵抗器

警告

モデル
シャント抵抗器
定格 許容差 

3出力モデル PMP18-3TR 5 A／ 500 mV（ 100 mΩ） 
3 A／ 300 mV（ 100 mΩ）

＜ 0.1 %

PMP25-2TR 5 A／ 500 mV（ 100 mΩ） 
2 A／ 200 mV（ 100 mΩ） 

4出力モデル PMP16-1Q U 3 A／ 300 mV（ 100 mΩ） 
2 A／ 200 mV（ 100 mΩ） 

1 A／ 1 V（ 1 Ω）
6-2 PMP
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6.1.2 環境
下記の環境で調整をしてください。 

• 温度： 23 ℃± 5 ℃ 

• 湿度： 10 %rh～ 80 %rh

初期ドリフトによる誤差を小さくするため、 30 分以上ウォーム
アップ（通電）してください。また、 DVMやシャント抵抗器に
ついても、それぞれ必要な時間ウォームアップしてください。 

6.1.3 調整
調整を行うには、本製品を CALモードにします。

調整時は、電圧 CALモードのパネル表示になります。

図 6-1 CALモード立ち上げ時のパネル表示

調整手順
調整項目は各出力に対して、下記の 4種類があります。 

• 出力電圧オフセット 

• 出力電圧フルスケール 

• 出力電流オフセット 

• 出力電流フルスケール

調整はどの出力からでもできます。出力電圧のみ、または出力
電流のみでも調整することができますが、必ずオフセットとフ
ルスケールの両方を行ってください。

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV
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•

 

CALモードにおいて、本製品はオフセットとフルスケールを
調整するための電圧または電流を出力しますが、この出力値
は前回調整したときの値ではありません。オフセット調整で
は定格出力の 10 %付近、フルスケール調整では定格出力付 
近の値が出力されます。

電圧の調整手順 

• 電圧の調整をする場合には、必ず出力端子とセンシング端子
を接続してください。センシング端子を接続しないと、内部
回路の影響で数十 mVの差が生じて、電圧が正しく出力され
ません。また、負荷に過大な電圧を掛ける恐れがあります。
接続についての詳細は 4-38 ページの「リモートセンシング 
線の接続」を参照してください。 

■ 機器の接続 

1

 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

p

 

.4-38 

 

2 センシング端子と出力端子を接続します。 

3 出力端子に DVMを接続します。
調整したい出力に応じて接続してください。

図 6-2 PMP16-1QU電圧調整の接続例 1
（ CH1または CH2の出力端子に接続した例）

注意

参照

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

ショートバーで
シャシグランド端子と
COM端子間を接続。

HI
LO

DVM
6-4 PMP
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図 6-3 PMP16-1QU電圧調整の接続例 2  
（ CH3または CH4の出力端子に接続した例） 

■ ウォームアップ 

4

 

SET スイッチを押しながら POWER スイッチをオンにし
ます。 

CAL モードのパネル表示になるまで SET スイッチを押し続けてくだ
さい。電圧 CAL モードのパネル表示になり電流表示部に  "CAL" が表  
示されます。

図 6-4 電圧 CALモードのパネル表示 

5 表示部の OUTPUT LED が消灯していることを確認しま 
す。
点灯している場合は OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。 

6
 

DVMも含めて十分にウォームアップを行います。 

■ 出力電圧のオフセットとフルスケール 

7 調整するチャンネルのチャンネル選択スイッチ（ CH1、 
CH2、 CH3、または CH4）を押します。
選択したチャンネルのチャンネル選択スイッチが点灯します。 
オフセットの調整を開始します。

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4
ショートバーで
シャシグランド端子と
COM端子間を接続。

HI
LO

DVM

CALモードの表示
　電圧系：CAL
 （電流表示部に表示）

調整の選択表示
 OF 0：オフセット調整開始
 OF 1：オフセット調整完了
 FS 1：フルスケール調整開始
 FS 3：オフセット、フルスケール調整完了

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV
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8

 

OUTPUTスイッチを押して  出力をオンにします。
定格出力電圧の約 10 ％が出力されます。 

9
 

D

 

VMの読み値が定格出力電圧の 10 ％になるようにロータ 
リーノブを回します。 

SHIFTスイッチを押しながらロータリーノブを回すと可変幅が大きく
なります。 

10
 

OUTPUTスイッチを押して  出力をオフにします。
"電圧表示部に  OF 1"が表示されて、オフセットの調整完了です。 

11
 

V

 

OLTAGEスイッチを押してフルスケールの調整を開始し
ます。
電圧表示部に  "FS 1" が表示されます。 

12
 

OUTPUTスイッチを押して  出力をオンにします。
定格出力の約 100 %が出力されます。 

13
 

D

 

VMの読み値が定格出力電圧の 100 %になるようにロー  
タリーノブを回します。 

SHIFTスイッチを押しながら、ロータリーノブを回すと可変幅が大き
くなります。 

14
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオフにします。
電圧表示部に   "FS 3" が表示されて、 SETスイッチが点滅します。 

15
 

SETスイッチを押して調整値をストアします。
電圧表示部に  "FS 0" が表示されます。

出力電圧の調整から抜ける場合は、 POWER スイッチをオフに
します。 

SET スイッチを押す前に、ほかの出力の調整に移ったり、 

POWER スイッチをオフにすると、調整した値はストアされま
せん。必ず SETスイッチを押して調整を終了してください。
6-6 PMP



6
保
守

   

電流の調整手順 

■ 機器の接続 

1

 

PO

 

WERスイッチをオフにします。 

2 出力端子に DVMとシャント抵抗器を接続します。
調整したい出力に応じて接続をしてください。

図 6-5 PMP16-1QU電流調整の接続例 1  
（ CH1または CH2の出力端子に接続した例）

図 6-6 PMP16-1QU電流調整の接続例 2  
（ CH3または CH4の出力端子に接続した例）

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

ショートバーで
シャシグランド端子と
COM端子間を接続

HI
LO

シャント抵抗器
DVM

SENSING

POWER

COM COM

1 2 3 4 5 6 7 8

CH1 CH3 CH4CH2

0-16V 0-1A0--16V 0--1A0-6V 0-2A0-25V 0-3A

COMCH1 CH3CH2COM CH4

ショートバーで
シャシグランド端子と
COM端子間を接続

HI
LO

シャント抵抗器
DVM
PMP 6-7



  

 

 

■ ウォームアップ 

3

 

SET スイッチを押しながら POWER スイッチをオンにし
ます。

図 6-4 CAL モードのパネル表示になるまで SET スイッチを押し続けてくだ
さい。電圧 CALモードのパネル表示になります。 

4 表示部の OUTPUT  LEDが消灯していることを確認します。
点灯している場合は  OUTPUTスイッチを押して出力をオフします。 

5
 

D

 

VM およびシャント抵抗器も含めて十分にウォームアッ
プを行います。 

■ 出力電流のオフセットとフルスケール 

6

 

CURRENT スイッチを押してオフセットの調整を開始し
ます。
電流 CAL モードのパネル表示になり、電圧表示部に   "CAL" が表示さ   
れます。オフセットの調整を開始します。

図 6-7 電流 CAL モードのパネル表示 

7 調整するチャンネルのチャンネル選択スイッチ（ CH1、 
CH2、 CH3、または CH4）を押します。
選択したチャンネルのチャンネル選択スイッチが点灯します。 

8
 

OUTPUTスイッチを押して出力をオンします。
定格出力電流の約 10 ％が出力されます。 

9 直流電圧計の読み値が定格出力電流の 10 ％になるように
ロータリーノブを回します。 

SHIFTスイッチを押しながら、ロータリノブを回すと可変幅が大きく
なります。

参照

調整モードの表示
　電流系：CAL
 （電圧表示部に表示） 調整の選択表示

 OF 0：オフセット調整開始
 OF 1：オフセット調整完了
 FS 1：フルスケール調整開始
 FS 3：オフセット、フルスケール調整完了

DELAY

KEY LOCK

REMOTE
TRACKING

1 2

V
s

A
s

OUTPUT ALARM

CC

CV
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10 OUTPUTスイッチを押して  出力  をオフにします。
電流表示部に  "OF 1" が表示されて、オフセットの調整完了です。 

11
 

CURRENT スイッチを押してフルスケールの調整を開始
します。
電流表示部に  "FS 1" が示されます。 

12
 

OUTPUTスイッチを押して出力  をオンにします。
定格出力の約 100 ％が出力されます。 

13 直流電流計の読み値が定格出力電流の 100 ％になるよう
ロータリーノブを回します。 

SHIFTスイッチを押しながら、ロータリノブを回すと可変幅が大きく
なります。 

14
 

OUTPUTスイッチを押して  出力をオフにします。
電流表示部に  "FS 3" が表示されて、 SET スイッチが点滅します。 

15
 

SETスイッチを押して調整値をストアさせます。
電流表示部に  "FS 0" が表示されます。

出力電流の調整から抜ける場合は、 POWER スイッチをオフに
します。 

SET スイッチを押す前に、ほかの出力の調整に移ったり、 

POWER スイッチをオフにすると、調整した値はストアされま
せん。必ず SETスイッチを押して調整を終了してください。
PMP 6-9



   

 

 

6.2 うまく動作しないときのヒント
うまく動作しないときの確認事項と対処方法を示します。代表
的な症状を示しています。下記の項目に該当していないか
チェックをしてください。簡単な方法で解決できる場合もあり
ます。 

p

 

.4-4 該当する項目がありましたら、その項目の対処方法に従ってく
ださい。該当する項目がない場合には、工場出荷時の設定（メ
モリ内容はクリアされます）にすることをお勧めします。対処
しても改善されない場合には、購入先または当社営業所にお問
い合わせください。 

■ 症状 1: 表示部に何も表示されない。 

■ 症状 2:  OUTPUTスイッチをオンにしたときに、 ALARM LEDが
点灯する。

参照

チェック項目 原因・対処
ページ 

A

 

Cインレットに定格出力電
圧が入力されていますか？

・ ACインレットの接続が確実かどうか確認し
てください。 

2-6 

電源コードが断線していま
せんか？

・電源コードが損傷していないか確認してく
ださい。損傷している場合には、新しい電源
コードと交換してください。  

2-6 

チェック項目 原因・対処
ページ

内部温度が異常に上昇して
いませんか？

・周囲温度が動作温度を超えている、吸気口、
排気口がふさがれてい可能性があります。
またはファンが故障している可能性がありま
す。動作環境に異常がなく、アラーム状態に
なる場合には、本製品の使用をすぐに中止し
て修理を依頼してください。  

4-12 

リモートセンシングが正し
く配線されていますか？

・リモートセンシング線が適切に配線されて
いないか、センシング線が外れている可能性
があります。確認してください。  4-38 

・負荷線が外れている可能性があります。確
認してください。

参照

参照
6-10 PMP
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■ 症状 3: OUTPUTスイッチをオンにしてもまったく出力されない。 

■ 症状 4: 出力が不安定である。 

■ 症状 5: 出力のリップルが大きい。

チェック項目 原因・対処
ページ

電圧または電流の設定値が
最小値になっていません
か？

・必要な出力が設定されているか確認してく
ださい。 4-5 

チェック項目 原因・対処
ページ

リモートセンシング機能を
使用してますか？

・リモートセンシング機能を使用しないとき
には、リモートセンシング線を外して、コン
フィグ設定でリモートセンシング機能をオフ
にしてください。 

4-34 

 
4-38 

電源を投入してから 30分以
上経過してますか？

・初期ドリフトのため出力が安定していませ
ん。 30分以上ウォームアップ（通電）を
行ってください。 

7-2 

負荷を接続していないのに
電流表示部が表示誤差以上
を表示していますか？

・内部回路が故障している可能性がありま　
す。本製品の使用をすぐに中止して修理を依
頼してください。 

–
 

OUTPUTスイッチをオフに
しても出力してますか？

・内部回路が故障している可能性がありま　
す。本製品の使用をすぐに中止して修理を依
頼してください。 

–

チェック項目 原因・対処
ページ

入力電圧は定格範囲になっ
ていますか？

・定格範囲内の電圧を入力してください。 –

出力端子とシャシ端子がフ
ローティングになっていま
せんか？

・入力電源周波数（ 50/60 Hz）の誘導を受けて
います。出力端子を 0.1 μF以上のコンデン
サでグランドにおとしてください。 

3-6 

近くに強力な磁界または電
界の発生源がありません
か？

・電磁誘導を受けています。発生源から本製
品を遠ざける、配線をツイストするなどの処
理をしてください。 

–

参照

参照

参照
PMP 6-11



 

   

■ 症状 6: 設定値と出力または出力と表示値が合わない。 

■ 症状 7: メモリスイッチを押してもリコールできない。

チェック項目 原因・対処
ページ

リモートセンシング機能を
使用してませんか？

・リモートセンシング機能を使用しないとき
には、リモートセンシング線を外して、コン
フィグ設定でリモートセンシング機能をオフ
にしてください。 4-34  

4-38 ・センシング線や負荷用電線が、接触不良ま
たは断線している可能性があります。  
POWERスイッチをオフにして、配線を確認
してください。

負荷電流にピークがあるか、
負荷電流がパルス状になっ
ていませんか？

・定電流の設定値を大きくするか、電流容量
の増加が必要です。  3-2  

SETスイッチが押された状
態でキーロック機能を使用
してませんか？

・電圧値、電流値の設定、または確認の状態
のままキーロック機能が設定されています。  
SETスイッチを押して電圧値、電流値の設
定、または確認の状態を解除してからキー
ロックを設定してください。  

4-30 

チェック項目 原因・対処
ページ

ディレイ機能が動作中では
ないですか？

・ディレイ機能の動作中（ディレイ時間中）
は設定値のリコールはできません。
ディレイ機能を解除してください。  

4-28 

参照

参照
6-12 PMP
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仕様

この章では、本製品の電気仕様、機能仕様、およびオプ
ションインターフェースボードの仕様について記載しま
す。 



   
   

7.1 仕様
仕様は、特に指定のない限り、下記の設定および条件によりま
す。 

• 負荷は純抵抗とします。 

•

 

COM端子をシャシ端子に接続した状態とします。 

• ウォームアップ時間は、 30分（電流を流した状態）とします。 

• ウォームアップ完了後、 23℃± 5℃、湿度 10 ％ rh～ 80 ％
rhの環境とします。 

•

 

TYP 値：代表的な値です。性能を保証するものではありま
せん。（ TYP: typcal） 

•

 

rtg：定格出力を示します。（ rtg: rating） 

•

 

rdng：読み値を示します。（ rdng: reading） 

•

 

set：設定値を示します。 

• 定格負荷および無負荷を、以下のように定義します。
定電圧動作時（出力電流設定を設定可能最大電流に設定）
定格負荷 : 定格出力電圧印加で流れる電流が定格出力電流の 

95 % ～ 100 %となる抵抗値の負荷をいいます。
無負荷 : 出力電流が流れない負荷、つまり負荷開放（負荷を

接続しない）をいいます。

定電流動作時（出力電圧設定を設定可能最大電圧に設定）
定格負荷 : 定格出力電流を流したとき、その電圧降下が定格出

力電圧の 95 %～ 100 %となる抵抗値の負荷をいい  
ます。  
負荷用電線の電圧降下を含めて本製品の出力電圧
が定格出力電圧を超えないことが必要です。

無負荷 : 定格出力電流を流したとき、その電圧降下が定格出
力電圧の 10 %または 1 Vのどちらか高い方の値と  
なる抵抗値の負荷をいいます。
7-2 PMP
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電気仕様
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

出力
出力数（ CH） 4 3

電圧 CH1 定格出力電圧 25.0 V  6.0 V  6.0 V 

設定可能出力
電圧    *1 

*1. 定格出力を超えて負荷への電力供給を保障するものではありません。 

0 V ～ 25.75 V 0 V～ 6.180 V 0 V～ 6.180 V

最小設定分解能 10 mV 1 mV 1 mV

設定確度    *2   *3 

*2. 設定値に対する出力の差。 
*3. センシング端子と出力端子を接続して測定。

± (0.15 % of  
set + 20 mV)

± (0.2 % of  
set + 5 mV)

± (0.2 % of  
set + 5 mV)

 

CH2 定格出力電圧 6.0 V  18.0 V 25.0 V

設定可能出力
電圧   *1 

0 V ～ 6.180   V 0 V～ 18.54 V 0 V～ 25.75 V

最小設定分解能 1 mV 10 mV 10 mV

設定確度 
  
 
*2    

*3 ± (0.2 % of  
set + 5 mV)

± (0.15 % of  
set + 20 mV)

± (0.15 % of  
set + 20 mV)

 

CH3 定格出力電圧 - 1 6 . 0  V   18.0 V  25.0 V 

設定可能出力
電圧   *1 

-16.48 V ～ 0  V 0 V～ 18.54 V 0 V～ 25.75 V

最小設定分解能 10 mV 10 mV 10 mV

設定確度     *2   *3 ± (0.15 % of  
set + 20 mV)

± (0.15 % of  
set + 20 mV)

± (0.15 % of  
set + 20 mV)

 

CH4 定格出力電圧 16.0 V － －
設定可能出力  
電圧   *1 

0 V～ 16.48 V － －

最小設定分解能 10 mV － －
設定確度     *2   *3 ± (0.15 % of  

set + 20 mV)
－ －
PMP 7-3



 

 

 

  
  

電気仕様（つづき）
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

出力
電流 CH1 定格出力電流 3.0 A 5.0 A 5.0 A 

設定可能出力
電流   *1 

0 A～ 3.090 A 0 A～ 5.150 A 0 A ～ 5.150 A

最小設定分解能 1 mA 1 mA 1 mA

設定確度   *2 ± (0.3 % of  
set + 5 mA)

± (0.4 % of  
set + 5 mA)

± (0.4 % of  
set + 5 mA)

 

CH2 定格出力電流 2.0 A  3.0 A 2.0 A

設定可能出力
電流   *1 

0 A～ 2.060 A 0 A～ 3.090 A 0 A ～ 2.060 A

最小設定分解能 1 mA 1 mA 1 mA

設定確度   *2 ± (0.3 % of  
set + 5 mA)

± (0.3 % of  
set + 5 mA)

± (0.3 % of  
set + 5 mA)

 

CH3 定格出力電流 -1.0 A  3.0 A 2.0 A 

設定可能出力
電流   *1 

-1.030 A～ 0 A 0 A～ 3.090 A 0 A ～ 2.060 A

最小設定分解能 1 mA 1 mA 1 mA

設定確度   *2 ± (0.3 % of  
set + 5 mA)

± (0.3 % of  
set + 5 mA)

± (0.3 % of  
set + 5 mA)

 

CH4 定格出力電流 1.0 A － －
設定可能出力  
電流   *1 

0 A～ 1.030 A － －

最小設定分解能 1 mA － －
設定確度     *2 ± (0.3 % of  

set + 5 mA)
－ －

コモン コモン CH1、 CH2  
共通
CH3、 CH4  
共通 

CH1独立   
CH2、 CH3共通

コモン間耐電圧 DC30 V

接地 極性 正、 COM、負接地可能
対接地電圧 DC± 250 V

定格出力電力 119 W  138 W 130 W
7-4 PMP
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形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

定電圧特性
電源電圧変動   *3   
 (入力電源電圧の± 10%
に対して） 

CH1 ± 2 mV ± 2 mV ± 2 mV 

CH2 ± 2 mV ± 1 mV ± 2 mV 

CH3 ± 1 mV ± 1 mV ± 2 mV 

CH4 ± 1 mV － －

負荷変動   *3  

（出力電流 0 %から 100  
%に対して） 

CH1 ± 5 mV ± 5 mV ± 5 mV 

CH2 ± 3 mV ± 3 mV ± 3 mV 

CH3 ± 3 mV ± 3 mV ± 3 mV 

CH4 ± 3 mV － －

チャンネル間変動   *3  

（測定チャンネル以外の
全出力の負荷を定格状態
から無負荷にしたとき） 

CH1 ± 5 mV ± 5 mV ± 5 mV 

CH2 ± 3 mV ± 3 mV ± 3 mV 

CH3 ± 3 mV ± 3 mV ± 3 mV 

CH4 ± 3 mV － －
リップルノイズ　　　　   
(5 Hz～ 1 MHz） 

CH1

 

0.5 mVr

 

ms

 

0.5 mVr

 

ms

 

0.5 mVr

 

ms

 CH2 0.5 mVr ms 0.5 mVr ms 0.5 mVr ms 

CH3

 

0.5 mVr

 

ms

 

0.5 mVr

 

ms

 

0.5 mVr

 

ms

 

CH4

 

0.5 mVr

 

ms － －
過渡応答  （ TYP値）   *4 CH1 50  μ s 50  μ s 50  μ s 

CH2
 

50 
 

μ
 

s
 

50 
 

μ
 

s
 

50 
 

μ
 

s
 

CH3

 

50 

 

μ

 

s

 

50 

 

μ

 

s

 

50 

 

μ

 

s

 

CH4

 

50 

 

μ

 

s － － 

*1. 定格出力を超えて負荷への電力供給を保証するものではありません。 
*2. 設定値に対する出力の差。 
*3. センシング端子と出力端子を接続して測定。 
*4. 出力電流を定格値の 10 %～ 100 % にて振ったときに出力電圧が定格値の 

±（ 0.05 % + 10 mV）以内に復帰する時間。
PMP 7-5



  

電気仕様（つづき）
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

定電圧特性
全負荷立ち上がり時間
（ TYP値）   *1 

CH1

 

100 ms

 

100 ms

 

100 ms

 CH2 100 ms 100 ms 100 ms 

CH3

 

100 ms

 

100 ms

 

100 ms

 

CH4

 

100 ms － －
無負荷立ち下がり時間
（ TYP値）   *2 

CH1

 

400 ms

 

300 ms

 

300 ms

 CH2 300 ms 300 ms 400 ms 

CH3

 

300 ms

 

300 ms

 

400 ms

 

CH4

 

300 ms － －
温度係数（ TYP値）　　　 全出力　 100 ppm/ ℃
定電流特性
電源電圧変動  
（入力電源電圧の± 10 %
に対して） 

CH1 ± 4 mA ± 4 mA ±  4 mA 

CH2 ± 3 mA ± 3 mA ±  2 mA 

CH3 ± 2 mA ± 3 mA ±  2 mA 

CH4 ± 2 mA － －
負荷変動  
（短絡から出力電圧 100  
%に対して） 

CH1 ± 10 mA ± 10 mA ± 10 mA 

CH2 ± 10 mA ± 5 mA ±  5 mA 

CH3 ± 5 mA ± 5 mA ±  5 mA 

CH4 ± 5 mA － －
リップルノイズ  
（ 5 Hz～ 1 MHz） 

CH1
 

3 mAr
 

ms
 

4 mAr
 

ms
 

4 mAr
 

ms
 CH2 3 mAr ms 3 mAr ms 3 mAr ms 

CH3

 

2 mAr

 

ms

 

3 mAr

 

ms

 

3 mAr

 

ms

 

CH4

 

2 mAr

 

ms － －
温度係数（ TYP値） CH1 300 ppm/℃ 300 ppm/℃ 300 ppm/ ℃ 

CH2

 

300 ppm/℃ 300 ppm/℃ 200 ppm/ ℃ 

CH3

 

200 ppm/℃ 300 ppm/℃ 200 ppm/ ℃ 

CH4

 

200 ppm/℃ － －
7-6 PMP
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形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

電圧計
表示 数値表示 4桁 LED表示（緑色）
出力定格   
10 V以上

確度   *3   *4 ± (0.2 % of rdng + 20 mV)
　 0 ℃～ 40 ℃の環境においては  
　± (0.5 % of rdng + 80 mV)

分解能 10 mV

出力定格   
10 V未満

確度 
*3
 

 
 

*4 ± (0.3 % of rdng + 5 mV)
　 0 ℃～ 40 ℃の環境においては  
　± (0.5 % of rdng + 60 mV)

分解能 1 mV

電流計
表示 数値表示 4桁 LED表示（緑色）
出力定格   
3 A以上

確度   *4 ± ( 0 . 5  %  o f  r d n g  +  1 0  m A )  
　 0 ℃～ 40 ℃の環境においては  
　± (0.8 % of rdng + 50 mA) 

分解能 1 mA

出力定格   
3 A未満

確度   *4 ± ( 0 . 5  %  o f  r d n g   +  5  m A )
　 0 ℃～ 40 ℃の環境においては  
　± (0.8 % of rdng + 30 mA)

分解能 1 mA

動作表示  

CV動作 各チャンネル毎に  CV LEDが点灯（緑色） 

CC動作 各チャンネル毎に  CC LEDが点灯（赤色）
出力オン／オフ 出力オン： OUTPUT LEDが点灯（緑色）  

出力オフ： OUTPUT LEDが消灯 

*1. 出力をオンしたときに出力電圧が定格出力電圧の 10 %から 90 %に立ち上る時間。 
*2. 出力をオフしたときに出力電圧が定格出力電圧の 90 %から 10 %に立ち下る時間。 
*3. センシング端子と出力端子を接続して測定。 
*4. 出力に対する表示値の差。
PMP 7-7



  

機能仕様
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

保護機能
過熱保護（ OHP） 検出 内部ヒートシンク温度を検出

動作 全出力オフ
表示 ALARM LED点滅  

電流表示部に "OHP" 表示
過電圧保護
（ O VP）

動作電圧 各チャンネル定格出力電圧の 110 %～ 130 %
で動作

動作 全出力オフ
表示 ALARM LED点滅  

電圧表示部にチャンネル、電流表示部に 
"O

 
VP" 表示

入力ヒューズ A C100 V～   
A

 
C120 V入力

シャシ内部に 7Aヒューズを実装 

A

 

C220 V～     
A

 
C230 V入力

シャシ内部に 4Aヒューズを実装

センシング機能 動作チャンネル 各チャンネル
選択 コンフィグ設定で動作チャンネルを選択 

リモートセンシング端子を使用
補償電圧    *1 片側 0.3 V

トラッキング機能 動作チャンネル 各チャンネル
オン／オフ 前面パネル、またはコンフィグ設定で選択可

能
表示 出力オン時、前面パネルの TRA CKING LED

が点灯
動作モード 絶対値変化 (TRA CK1）

比率変化 (TRA CK2)

動作範囲   *2 絶対値変化時：基準になるチャンネルの可変
範囲
比率変化時： 0 %～ 200 %

誤差電圧    
（理論値）

± (0.4 % of r tg + 40 mV)

誤差電流    
（理論値）

± (0.7 % of r tg + 10 mA)
7-8 PMP
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*1. リモートセンシング端子（負荷端の電圧）と出力端子の電圧の差が補償電圧を
超えると電圧設定確度を保証できなくなります。
リモートセンシング機能の使用時は、リモートセンシング線に微少な電流が流
れます。このため、リモートセンシング線に抵抗成分があると誤差の原因とな
ります。リモートセンシング線は、抵抗値の少ない線材を使用してください。
また、リモートセンシング端子（負荷端の電圧）と出力電圧の差が 0.6 V を超
えると、内部の回路を壊す可能性があります。 

*2. トラッキング機能 1では、基準になるチャンネルの電圧（または電流）の出力
範囲内で変更可能です。
トラッキング機能 2では、トラッキング動作開始時の出力に対して、基準にな
る出力と同じ比率で変化します。
ただし、基準になる出力または、連動する他の出力が設定可能範囲を超えた時
点で変化を停止します。
PMP 7-9



  

機能仕様（つづき）
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

ディレイ機能 動作チャンネル 各チャンネル
設定 出力オン／オフの遅延時間を設定
オン／オフ 前面パネル DELA Yスイッチにて選択可能
表示 ディレイ機能オン時、前面パネルの DELA Y  

LEDが点灯、出力オン／オフ  ディレイ時間中
は OUTPUT LEDが点滅

設定範囲 0.1 s～ 99.9 s

設定分解能 0.1 s

設定確度     *1

（理論値） 

*1. 基準となる出力が設定値の 5 % に達した時から、対象となる出力が設定値の 5 
%に達するまでの時間とディレイ設定時間との差。負荷状態・周囲温度により
変化します。

± 50 ms

メモリ機能 項目 出力電圧、出力電流、遅延時間
メモリ数 3 メモリ   *2 

*2. オプションインターフェースボード装着時は 10メモリ。

選択 前面パネルの選択スイッチ 3ヶにて選択
表示 電圧表示部、電流表示部に選択メモリを表示

工場出荷設定（イニシャライズ） 前面パネルにて設定可能 

PO

 

WERオン時の出力状態設定 コンフィグ設定にて動作設定選択可能
キーロック機能 設定 前面パネルスイッチにて選択可能

動作 OUTPUTスイッチとチャンネル選択スイッチ
以外の操作禁止

外部コントロール機能
出力    
オン／オフ

入力 端子短絡にて出力オン
動作 全出力同時

アラーム信号  
入力

入力 端子短絡
表示 ALARM LED点灯  

電圧表示部に "EXT" 表示  
電流表示部に "ALM" 表示

動作 全出力オフ
解除 PO WERスイッチオフにて解除

メモリ呼び出し 入力 端子短絡にて呼び出し
接点数 COM、メモリ 1、メモリ 2、メモリ 3

機能 メモリ 1、 2、 3 を呼び出し
7-10 PMP
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一般仕様
形  名 PMP16-1Q U PMP18-3TR PMP25-2TR

環境 動作環境 屋内、過電圧カテゴリ II

動作温度・湿度範囲 0  ℃～ 4 0  ℃、 1 0  % r h～ 8 0  % r h（結露なし）
保存温度・湿度範囲 -10 ℃～ 60 ℃、 90 %rh以下（結露なし）
高度 2   000 m以下

安全性   *1 

*1. 改造品には適用されません。

下記の規格の要求事項に適合 
 IEC 61010-1

 

 Class I、 P ollution Deg ree 2

絶縁抵抗 1次⇔シャシ間 DC500 V   30 MΩ以上 

1次⇔ 2 次 DC500 V   30 MΩ以上 

2次⇔シャシ間 DC500 V   30 MΩ以上

耐電圧 1次⇔シャシ間 A C1500 V   1分間異常なきこと 

1次⇔ 2 次 A C1500 V   1分間異常なきこと

接地連続性 A C INLET　 

G

 

N

 

D⇔シャシ間 

A

 

C25 A  0.1 Ω以内

冷却方式 ファンモータによる強制空冷  
（感熱コントロールあり） 

A

 

C入力 公称入力定格 A C100 V、 50 Hz/60 Hz

工場オプション A C120 V、 A C220 Vまたは  A C230 V

入力電圧範囲 公称入力定格の± 10%

消費電力 最大消費電力 450 V A 

A

 

C100 V
定格負荷
（ TYP値）

消費電力 370 V A 400 V A  380 V A 

力率 0.71  0.74  0.72 

効率 50 % 49 %  51 % 

付属品 ショートバー 2本（本体に実装）
取扱説明書 1冊
電源  
コード *2 

*2. 標準で付属される電源コードは定格出力電圧 AC125 V です。仕向地により本仕 
様と異なる電源コードが付属される場合があります。 

A

 

C100 V～   
A

 
C120 V入力 

1本 
 プラグ付、線長：約 2.5 m

バインディングポスト
カバー   

PMP18-3TR/PMP25-2TR
　　　　       ： 5個（内 3個は本体に実装） 
PMP16-1Q

 
U： 6個（内 4個は本体に実装）

質量 9 kg

外形寸法 「外形寸法図」参照
PMP 7-11



 

     
 

 

  

インターフェース仕様（工場オプション）
共通仕様 ソフトウエアプロトコル IEEE Std 488.2-1992

コマンド言語 SCPI Specif ication 1999.0 仕様に準拠

オプション装着時に
拡張される機能

メモリ数： 10メモリ *1 

*1. RS232C、 GPIB、 USB インターフェースを装着した場合で、リモートコン
トロール時に有効になります。  
標準動作の 3メモリを含みます。 

RS232C ハードウェア EIA232D 仕様に準拠 

D-SUB9ピンコネクタ（オス）   *2 

*2. ケーブルはクロスケーブル（ヌルモデムケーブル）を使用。

ボーレート :1  200, 2  400, 4  800, 9  600, 19  200,  
38

  
400 bps

データ長 8 Bit、ストップビット 1Bit、
パリティビットなし
フロー制御　 X-Flo w ／なし

プログラムメッセージ
ターミネータ

受信時 LF、送信時  CR/LF 

GPIB ハードウェア IEEE Std 488.1-1987仕様に準拠 

SH1, AH1, 

 

T6, L4, SR1, RL1, PP0, DC1, DT1, 

 

C0, E1

プログラムメッセージ
ターミネータ

受信時 LF or EOI、送信時 LF + EOI

プライマリアドレス 1 ～ 30 

USB ハードウェア USB2.0仕様に準拠、通信速度 12 Ｍ bps
（ FullSpeed）

プログラムメッセージ
ターミネータ

受信時 LF or EOM、送信時 LF + EOM

デバイスクラス USBTMC-USB488 デバイスクラス仕様に準拠
7-12 PMP



7
仕
様 
   

7.2 外形寸法図

図 7-1 PMPシリーズ  外形寸法図
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- 保　証 -
この製品は、菊水電子工業株式会社の厳密な試験･検査を経て、その性能
は規格を満足していることが確認され、お届けされております。
弊社製品は、お買上げ日より1年間に発生した故障については、無償で修
理いたします。
但し、次の場合には有償で修理させていただきます。

1. 取扱説明書に対して誤ったご使用およびご使用上の不注意によ
る故障、損傷。

2. 不適当な改造・調整・修理による故障および損傷。
3. 天災・火災・その他外部要因による故障および損傷。

なお、この保証は日本国内に限り有効です。
This warranty is valid only in Japan.
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